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缶をあければ、北海道。

ホクレンの缶詰、アスパラガス。

365目、いつも新鮮なおいしさを

満喫できます二

.ホワイト.ホワイト・グリーンチップド

・徳用缶.カットミックス

おいしさコミュユケーション
いつまでも元気でいてほしい。いって戸

も大好きな人といたい。食卓を囲む、

家族のだんらん。大事にしたいです・ね。

ホクレンはいま、おいしさコミュニケーショλ

食卓への、おいしさと豊かさの提案です。

②東クレジ
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第 42回日本畜産学会北海道支部大会 ?子!ド? 

大会次第

10月3日(金〉

9:00-12:00 

13 :00 - 13: 30 

13:30- 14:30 

14:30-17:00 

17:30- 19:00 

一般講演について

同年月月(金) ￥ 

一般講演(第一・第二会場)

総会(第 1会場)

特別講演

「飼養環境と家畜の生産性」

北海道農業試験場畜産部 宍戸弘明氏

一般講演(第一，第二会場)

懇親会

講演時間 1 2分(予鈴 10分，終鈴 12分)

討論時間 3分
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一般講演座長名簿

講演番号 座 長

1 ........ 2 小竹森訓央
午

松岡 栄
第

3 ........ 5 

6 ........ 8 和泉康史
一 日U

9 ........ 1 2 上山英一
会

1 3........ 1 6 竹下 潔
午

場
1 7........ 1 9 西埜 進

後
2 0........ 2 2 坂東 健

23........26 
午

清水 弘

第
27........30 楢崎 具

3 1........ 3 2 田中正俊
一一 日U

33........34 市川 舜
£立三』

3 5........ 3 7 藤田 裕
午

場
38........40 鳶野 保

後 41........43 岡本全弘

昭和 61年度支部総会議事

1. 昭和60年度庶務報告

2. 昭和60年度会計報告

3. 昭和60年度会計監査報告

4. 昭和61年度事業計画

5. 昭和61年度予算

6. 支部役員選出

7. その他
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特 J.JU 講 演

「飼養環境と家畜の生産性」

北海道農業試験場畜産部

1. 家畜の生産性と季節的な変化

畜産物の生産量の年内変動をみると，施設化が

進んで、いる養鶏，養豚では，消費の動向にほぼ一

致した変動を示しているが，比較的自然条件下で

飼育されている酪農(牛乳生産)では消費の需要

のパターンと異った生産パターンがみられているo

牛乳の生産量は 2月に最低となり，以後，急激に

増加して 5月のピークに達し，その後は減少する。

こうした明確な周年変化が生ずる主な理由として、

牧草の生産量の季節変化，夏の受胎率の低下とと

もに，暑熱ストレスによる乳量低下があげられて

いる。つまり，いずれの要因にも夏とし、う季節的

要素がからんでいるO

暑熱環境下での生産量の低下は，乳牛ばかりで

なく，鶏では産卵率，卵重の低下として豚では増

体量，受胎率の低下として認められる。また，量

的な問題ばかりでなく，牛乳の栄養成分の低下，

鶏卵の殻のぜい弱化，豚肉の肉質の悪化といった，

畜産物の品質の低下が生ずるo こうした現象は世

界のどの地域でもみられるものであり，このため

効果的な暑熱対策の早期確立は畜産先進国はもと

より，今後の発展が期待される発展途上国にも共

通した研究課題となっている。

2. 熱環境と家畜の生産性についての研究の動向

わが国の環境生理的な研究は，こうした背景を

ふまえて，暑熱環境を主体に，気象要素としては

温度，湿度を中心にして，自然条件下でのデータ

ーの解析のほかに，人工気象室を用いての実験も

各国で進められている。一連の実験を通して，生

理的な反応を指標にして，温度，湿度を総合して

標示する試みが各家畜についてなされている。そ

れらの計算式は研究者によって異なるが，乳牛で

はヒトの不快指数と比較すると，湿球温度のウェ

イトが高く，湿度の影響をより重視する点では一

日本畜産学会北海道支部会報第29巻第 1号 (1986)

一戸由
ハ 弘明

致している。

牛乳生産量と温度，湿度の関係についての実験

結果の一例を図 1に示したが，暑熱条件がきびし

くなるほど，また生産レベルが高いほど，乳量の

低下が著しくなることがわかる。こうした実験結

果を基にして，気象条件を温湿度指数(不快指数〕

で示した時の，乳量の減少量を推定する方式が提

案されている。

1日の推定乳量の減少量(除)

=ー1.075-1.736NL十0.0274NL・THI

NLはその牛が本来持っている 1日の乳量百五

は平均の温湿度指数

アメリカなどで得られたデーターはその地の気

象条件を反映して，高温時の湿度は比較的低い。

このため，日本における研究では，高温・多湿と

いった条件を中心に研究が進められているo

自然条件下でみられる気温の日較差のもつ意義

についての研究も行われている。私達が行った実

験例を紹介すると， 29
0

C恒温条件下で乳牛を飼養

した時の低下は著明で、あったのに反し， 22--36
0

C 

(平均29
0

C)の日較差のある条件下での乳量の低

下はごく軽微であった。このような結果は防暑対

策といった現実的な営農技術を考える上で，新し

い視点を与えるものである。

温度，湿度以外の気象要素，すなわち，風雨，

放射熱がどのように家畜の生産機能に影響するか

はよく分っていなし、o ¥，、くつかの実験が行なわれ

ているものの，定量的にまだ不充分である。つま

り，家畜の生産性に影響する「暑さ」の本質につ

いては，まだ多くの課題が残されているのが現状

である。

一方，寒冷感作については生産性の高い家畜で、

は後記のように代謝量も多く，わが国の殆んどの

地域では問題となっていない。乳牛の研究から乳

質はむしろ向上するとの成果も得られている.(表
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3. 体温調節機構からみた家畜の特徴

暑熱感作が家畜の生産に悪影響をおよぼすメカ

ニズムについては次のように考えられている。暑

熱環境下で家畜の産熱量は初期の高進に続いて，

次第に低下する。これに対応して採食量の減少が

みられる。従前から，採食量と乳量はよく似た経

過をたどって低下することが知られており，乳量

の低下は，体温調節機構のはたらきによる産熱量

の抑制，採食量の減少が主因とみなされている。

このことは高温時に強制的に飼料を胃内に給与す

ると乳量の低下がかなりの程度まで防ぐことがで

きることから，裏付けされる。他方，高温下で家

畜の消化・吸収・内分泌といった生理機能が変化

することも明らかにされていて，こうした変化も

加わって，家畜の生産機能が量的にも，質的にも

低下すると考えられる。

上記のように暑熱感作が家畜の生産におよぼす

影響は直接的，間接的な体温調節機能のはたらき

に結びついている。したがって，家畜と環境生理

の面からこの問題を考える時，ヒトを含む動物に

共通の事柄についての理解を深めるばかりでなく，

体温調節機構について家畜の特殊性を把握してお

く必要がある。 その主要な点は次のような事項

であろう。

家畜の基礎代謝量は代謝体重当り 65--75KCal

/日の範囲で，この点では他の動物と変らなし、口

しかし，産乳，産肉，産卵といった生産に要する

代謝量は生産のレベルによっても変わるが，基礎

代謝量に等しいか，それ以上である。つまり，生

産活動のさかんな家畜の全代謝量は基礎代謝量の

2--3倍となる。このような高い代謝量は寒冷時

の体温の維持に好都合な反面，暑熱時の放熱にと

って大きな負担となる。

ヒトと違って，家畜の被毛，羽毛は皮ふを保護

する上で重要であり，また，その高い断熱性の故

に寒冷時の放熱を抑制する上で効果的である。被

毛の状態は季節によって変わるものの，暑熱時の

放熱を，顕熱経路であれ，潜熱経路であれ，抑制

する。その典型は鶏にみられる。また，豚などに

みられる厚い皮下脂肪も放熱を抑制している。

気温が高くなるにつれて，水分の蒸発による放

熱のウェイトが大きくなることは，家畜の場合で

も同様であるロしかし，ヒトと比べると，家畜の

発汗機能は劣っている。もっとも，その程度は家

畜によって異なり，比較的発達した汗腺を持つ馬

から，汗腺が機能しない豚，汗腺を欠く鶏とさま

ざまである。牛は以前，発汗しないといわれてい

たが，それは誤りで，動物の中では発汗機能の高

い区分に入る。気温が35
0

C下で，牛は放熱量の50

弼以上を皮ふ面からの蒸散により放熱するが，そ

の主体は発汗による。

ヒトと比べると低い発汗機能を代償するのが熱

性多呼吸，パンティングである。呼吸量を増加す

ることにより，呼吸気通面からの蒸発量を増やす

のであるが，現象的には呼吸数の著しい増加とし

て観察される。パンティングは牛，羊で、は体温の

上昇に先きだって生ずるが，豚，鶏で、は体温の上

昇がパンティングの発生を促すといったように，

発生のメカニズムは動物によって異っている。パ

ンティングによる水分の蒸発は，発汗と比べて，

蒸散効率が高く， ミネラルの流出がないという利

点はあるが，反面，採食などの行動の抑制や呼吸

筋の活動による発熱量の増加といった欠点もある。

ただし，後者についてはパンティング発生時に見

かけ上のエネルギー消費量の増加がみられないた

め，その機序についてはさまざまな論議があるロ

パンティングによって増加した呼吸量が，そのま

ま肺胞で、の換気量の増加に結びつくならば，過呼

吸となり，呼吸性アルカロージスが生ずる危険性

がある。実際には肺胞での換気量はほとんど増加

せず死腔での換気が増加する。つまり浅速呼吸の

様式をとって，アルカロージスの発生を防いで、い

る。ただ，極端な暑熱条件下では呼吸性アルカロ

ーヅスの発生がみられる。また，鶏ではその特異

な呼吸器官のため，呼吸性アルカロージスが発生

しやすく，これが夏季に卵殻質がぜい弱化する原

因のーっとも考えられている。
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少-:-1.8 

量一2.7

-4.5 

-5.4 

71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 

温湿度指数

A一一一乳量 22.7kg/日

D一一乳量 13.6k~/ 日
0・一一一乳量 18.1kg/日

図 1 温湿度指数と乳量の減少量の関係 (Johnsonら， 196.2)

表 1 冬期の乳質と粗効率

(四十万谷ら， 1986)

(1) 
無断熱牛舎 断熱牛舎 標準誤差 処理効果

乳質例

TMS 1 2.50 1 2.30 0.26 NS  

SNF 8.48 8.2 5 0.09 iくiく

脂肪 4.02 4.05 0.22 NS  

蛋白質 3.1 1 2.96 0.0 4 ** 
乳糖 4.56 4.53 0.0 4 NS  

粗効率併(2)) 57.2 60.4 1.0 * 
(1) NS:有意差なし， iく:Pく0.05， やド Pく0.01 

(2) 粗効率=(SCM(kg)X 0.76 (Mcal )/ME 1 (Mcal) JX100 
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一般講演プログラム

第ー会場午前の部

9: 00--

1. 搾乳肥育と乾乳肥育の産肉性比較

O鈴木康義・滑川 篤・土井弘行・池滝孝・岡田光男(帯畜大)

2. ホルスタイン種去勢牛の産肉性におよぼすサリノマイシン投与効果

0日高智・中村正也・宍戸純子・左 久・岡田光男(帯畜大)

3去勢牛のエネルギーおよび蛋白質利用に及ぼすサリノマイシン添加の影響
o小川貴代・小植剛人・諸岡敏生・近藤誠司・関根純二郎・大久保正彦・

朝日田康司(北大農)

( 4.)飼科蛋白質のdg価が早期離乳子牛のルーメンおよび下部消化管でのN利用に及ぼす影響

，/ 0小橿剛人・諸岡敏生・近藤誠司・関根純二郎・大久保正彦・朝日田康司(北大農)

( 5.)離乳前後の子牛における熱発生量の季節変動
'¥.......;グ

o諸岡敏生・ 4植剛人・近藤誠司・関野純二郎・大久保正彦・朝日田康司(北大農)

6. 水分含量の差異が牧草サイレージの栄養価と乳牛による摂取量及び産乳量に及ぼす影響

O峰崎康裕・坂東健・戸苅哲郎・花田正明(根釧農試)

10 : 30..---------

(7. )高泌乳牛のとうもろこしサイレージ主体混合飼料・自由採食飼養法に関する試験

， 4. 乾乳期におけるとうもるこしサイレージと乾草の給与比率が飼料摂取量，乳量並びに

体重の推移に及ぼす影響

0坂東健*・出岡謙太郎・原 悟志・森清一・南橋 昭(新得畜試， *現在根釧

農試)

8. 十勝地方における乳量の季節変化とその原因について

向中野功介・柏村文郎・古村圭子・新出陽三・ O青谷宏昭・須田孝雄・佐藤文俊・

大越誠(帯畜大)

9. 検定日泌乳成績に及ぼす産次，泌乳月 y 生産月及び個体の影響

0高橋雅信・上村俊一・塚本 達〈根釧農試)，五ノ井幸男(宗谷支庁)，原田竹

雄(中央農試)，八田忠雄・和泉康史(滝川畜試)

10. 超音波機器試用による乳牛特定部位の計測とボディコンデシヨンスコア(BCS)との関係

o前)11裕美・秩田三郎・影浦隆一・藤本秀明・及川 寛・平沢一志(雪印種苗)

11. 乾乳中の乳房・乳汁の変化及び乾乳期用注入薬使用の有無と次産時乳房炎発生との関係

0塚本 達・峰崎康裕・西村和行(根釧農試)，桜井辰寿(新得畜試)

12. 生乳のリポリシスにおよぼす加温処理と泡立ての影響

o灰谷剛・仁木良哉・ o斉藤善一(北大農)
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第一会場午後の部

14: 30一一一一一一一一一一。
。
乳用雄子牛における反錦行動の発達について

O藤]11 朗・西邑隆徳・川崎勉・佐藤幸信(新得畜試)

2群の搾乳牛を 1群にしたときの群行動

o花田正明・戸苅哲郎・峰崎康裕・高橋圭二・上村俊一・扇勉・塚本達・坂東健

(根釧農試)，八田忠雄(滝川畜試)

Q 飼料の給与11頂序が去勢牛の採食中断回数と中断時間に及ぼす影響
O森田茂・石村行弘・西埜進(酪農大)

16 黒毛和種肥育素牛導入時の採食行動とその後の肥育成績

O左 久・西紀雄・日高智・岡田光男(帯畜大)

1 7 群飼泌乳牛によるコンピュータ制御の濃厚飼料給餌機の利用

竹下潔・工藤吉夫・ o植竹勝治(北農試)

1 8 コンビュータ制御の濃厚飼料給餌機の利用状況解析システムの開発

o竹下潔・工藤吉夫(北農試)

16 : 00.---

19 乳牛への給飼方法の違いが採食行動・第一胃発酵および血柴成分の日内変動に及ぼす影響

o佐藤博・工藤吉男・三島哲夫・柏木 甲(北農試)

しの

凶

牛乳生産における組飼料利用と生産効率

10)給与粗飼料の種類・量・組み合せの違いが乳生産効率に及ぼす影響

o田中 進・中辻浩喜*・近藤誠司・関根純二郎・大久保正彦・朝日田康司(北大農，

*現新得畜試)

牛乳生産における粗飼料利用と生産効率

11) 1日2回ストリ、yプ放牧時の採食量

O角谷泰史・田中 進・中道告喜*・近藤誠司・関根純二郎・大久保正彦・朝日田康司

(北大農，*現新得畜試)

22 全飼料混合給与時の産乳牛における自由採食量の変動について

o藤田 裕・松岡 栄・山田敏明・宮川 修・遠藤政宏(帯畜大)，佐藤文俊・須田孝

雄・青谷宏昭(十勝農協連)

第二会場午前の部

9: 00---ー

23 大ヨークシャ一種の系統造成

1. 大ヨークシャ一種の原産地別遺伝的特性

山田渥(滝川畜試)
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24 大ヨークシャ一種の系統造成

2: G 1世代豚の母豚生産性指数口

o山崎潤・梶野清二・山田 渥・蒔田秀夫・宇野和敏・河部和雄(滝川畜試)

25 大ヨークシャ一種の系統造成

3. 第 3世代までの選抜結果

O梶野清二・山崎潤・山田渥・河部和雄・宇野和敏・蒔田秀夫(滝川畜試〕

米田裕紀(根釧農試)

26 ランドレース種の閉鎖群育種

1. 体尺値による背脂肪厚の早期評価法

山崎潤・梶野清二・山田渥・ O蒔田秀夫・宇野和敏・河部和雄(滝川畜試)

27 去勢豚の栄養水準と屠殺体重が枝肉形質，肉量および肉質に及ぼす影響

O宮崎元・小泉 徹・蒔田秀夫(滝川畜試)，杉本亘之(根釧農試)

28 夏期の高温が豚の繁殖成績に及ぼす影響

o糟谷 泰(上川農試)，山川隆史(大雪地区農改)

10 : 30--ー

29 簡易な断熱・換気方式による冬季の豚舎環境の改善効果

O秦寛・小泉徹(滝川畜試)，片山秀策(北農試)，佐野修(ダウ化工)，桜

庭定義(恵庭農協)，藤本照夫(養豚家)

30 ポールドーセ‘y ト種によるサフォーク種の交雑試験

1. 一代雑種の繁殖成績および生産子羊の育成成績について

o斉藤利朗・北守勉・吉田 悟(滝川畜試)，平山秀介(中央農試)

3 1 実用採卵鶏種聞における免疫応答能の比較

O森津康喜・真島傑・榛沢章三・中村宏・市川 舜(酪農大)

32 雌鶏における距の遺伝学的考察

O榛沢章三・中村宏・森津康喜・市川 舜(酪農大)

33 採卵鶏への遅羽性遺伝子導入の影響

o田村千秋・高橋 武・小関忠雄・森寄七徳・田中正俊(滝川畜試)

34 ケージ育成鶏における群の構成員の入れ換えと羽つつき，カンニバリズムの発生について

o小関忠雄・森寄七徳・田村千秋・高橋 武・田中正俊(滝川畜試)

第二会場午後の部

14 : 30一一。キャ γサバ配合飼料の去勢牛による‘消化率と噌好性
石川正志・森田 茂・ O西埜進(酪農大)，三浦祐輔(ホクレン)

36 大豆がら，くず小麦の栄養価

前田善夫(中央農試)

噌，.‘



37 牧草蛋白質飼料の鶏に対する飼料価値

o小泉徹(滝川畜試)，杉本宣之(根釧農試)，斉藤隆(ホクレン農総研)

@ 蒸煮・解織処理広葉樹のめん羊による消化率

o出岡謙太郎・伊東季春(新得畜試)，岡本全弘(滝川畜試)，遠藤展・葛西 章

(林産試)

39 稲わらのアンモニア処理における水分含量，アンモニア添加量および保温の影響

o阿部英則・藤田 保(滝川畜試)

40 オーチヤードグラスおよびベレニアルライグラス草地における育成雌子羊の体重変化

o北守勉・斉藤利朗・吉田悟(滝川畜試)

16: 00 --

41 イネ科牧草における粗蛋白質の含量・消化率および可消化量の相互関係

石栗敏機(中央農試)

@ 反謁胃内における粗飼料の繊維消化とNおよびOM分解との関連
o劉 建新・近藤誠司・関根純二郎・大久保正彦・朝日田康司(北大農)

43 高水分ピックベール乾草の収納方法および堆積方法がくん炭化の発生に及ぼす影響

o戸苅哲郎・峰崎康裕・花田正明・上村俊一・坂東 健(根釧農試)，石田 亨(天

北農試)
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一般講演プログラム

第一会場 午前の部 みグ

r f)Hノ以ん 』τ? ゑ
持乳肥育と乾乳肥育の産肉性比較 i H，・IlcYJ‘dd 'rJ 'Z 

t 司/ //， 7~， • .-<J. 

O鈴木康義・滑川 篤・土井広行・池滝 孝・岡田光男(帯広畜産大学) '! 1'1 
物『

殉乳肥育と乾乳肥育に各 2頭の乳廃牛を供試し、蒸 および、 57.6%となり、乾乳肥育の肥育効果が優れて/f'"

煮圧ベんクズ小麦、同クズ豆およびチモシー主体一番

乾草の混合飼料を自由採食させ、 13 8日間の掬乳肥

育と 11 8日間の乾乳肥育を実施して、肥育性、産肉

色および収益性を比較し、次の結果を得た 0

1 )肥育期間の平均日増体量は、持乳肥育が 0.47句、

乾乳肥育が 1.16匂となり、後者が良い結果を示した。

なお、 7月下旬から 8月上旬にかけて両区とも高温の

影響を受け、この間、採食減少と体重の減量が認めら

れたが、その影響は掬乳肥育区で著しかった。

2 ) N R 0飼養標患により雄主主およ之九車乳ーに芸与すLる-T-

:Ql.{量J日ーを求め F、_T_D__N_j支取一室ザメー日目、カLら=こJ;L~ら一品を、差七

[U己主&ー色色増健主充てーら4れた _T..~D_N.~量v〆乙日，とし、 1 "9

増体当たりの T D N要求量を試算すると、搾筑』肥育区

'!.)' .3.ザ、，0
が'9.'0句、乾乳肥育区が 5'.3"9となり、後者が良好な

結果となった。

3 )肥育終了時体重は、殉乳肥育区が 712句、乾乳肥

育区が 747句、枝肉歩留まりでは、それぞれ 52.8% 

プえ ， 
いた。なお、体脂肪組織の脂肪酸組成においても、乾 、

乳肥育区では掬乳JJl'l育区に比較し、パルミチン酸の比

率が少なく、オレイン酸の比率が多く、それ相応に肥

育が進んでいることが示唆された。

4 )枝肉格付けにおいては、両区間に差異はみられな

かったが、枝肉単価では、飼い直し肥育が進んでいた

乾乳肥育が優れた結果となった。しかし、肥育差益に

おいては、飼料代のかなりの部分を乳代で賄うことが

できた搾乳肥育が優れた結果となった。

以上の結果から、乾乳肥育は飼い直し肥育効果が高

〈、また、廃用牛の付加価値改善効果も高いが、肥育

の収益性の面では、乳代が飼料代に還元される殉乳肥

育の方が有利であるこ

税同ei'で(t¥'才巧遅rJ?6bごJ
;河楠靖局学巧釘 o 1)，例川エ

{門桝期竹埼 二E日一山ξ<，el山山，el叫川g円川/バf
j芳彦之え又 ← 

t毒事宰

tι、t
/'Ij .J 

2 ホルスタイン極去勢牛の産肉性におよぽすサリノマイシン投与効果
二p、/~ミ

〆/-/.;ー

。日高智中村 正也宍戸純子左久岡田光男(帯音大) 勾 11~l;~ -J  

Drnf)/tφ(L 
目的:育成期(4 ~7 カ月齢)にサリノマイシン (S L)を に小さい値を示した (p<.05)o 4. 第..-胃内 VFA纏度ではノ~/

、.(/)[F;.早~..rî:~"
投与したホルスタイン種去勢牛に肥育期もSしを連続投与し、 対照区より SL投与区の酢酸濃度が低く、プロピオン厳濃度

飼料利用性、第一胃内容液性状およびと肉性に与えるSL投 か尚い傾向が認められた。 VドA構成割合では、全期聞を通

与の影響を検討する。 方法ー:約8カ月齢のホルスイン極去

勢牛12頭(平均体重321.OKg )を供試し、育成期の試験区

を継続して、各区4頭ずつ、 SL無添加の配合飼料給与区(

対照区)、対照区と同種の配合飼料にSL 3 0 ppm添加区(

SL30区)および対照区とSL30区の配合飼料を等量混

合給与した区 (SL 1 5区)の3区とした。また各牛には、

チモシー主体の細切混播牧乾草をあわせて給与した。試験期

聞は、昭和59年 12月から昭和60年9月までの28 8日

間とし、飼料摂取量は毎日、体重は月 l回測定&、 TDN摂

取量と増体量を算出し、これらからTDN要求.を求めた。

また、月 l回第一胃内容液を採取し、 VFA濃度を測定した。

試験終了後、各区3盟、計9頭の供試牛をと殺解体し、解体

成績、枝肉の組織別構成および背最長筋の理化学的性質を測

定した。 結果:1.全期間の増体量は、 SL投与区が大き

い傾向を示したが、各区聞に有意な差は認められなかった。

2.全期間のTDN摂取量は、対照区2083.3kg、SL15区

1980.7Kg、SL30区1894.5Kgで、 SL30区が対照区およ

/ mm一一L1山l日5…釦酢一こ吋川一d村さ
期間のTDN要求量は、それぞれ対照区6.50Kg、SL15区

5. 96Kg、SL30区5.68Kgで、 SL30区が対照区より有意

~I?和らがベ
、円、九(小、i""~む〆~1íしft.-

して、対照区で酢酸割合がSL投与区より有意に高くプロピ SL_ L. "i 
オン厳割合が有意に低い値を示し(p<.05)、A/P比はSL投 フも\~r>i-f)仏ア

与区が対照区より有意に低い値を示した(p<.05)5.解体成 Þrþ~(. W. 
続では、各区とも約59%の枝肉歩留を示し、冷と体重の平 川

均値は対照区が 350.7Kg、SL 1 5区が 376.0Kg、SL30

区が 369.3Kgで各区聞に有意な差は認められなかった。

6.枝肉の組織別構成では、三ム盆主区1主対照区一区比較して

j:坦豆型金li笠五、骨の'割合が少ない傾向が認められた。
7.背最長筋の理化学的性質では、 SL投与区は対照区より

水分含有割合が高い傾向を示したが、有意な差は認められな

かった。また、粗脂肪含有割合および切断抵抗値においても

各区聞に有意な差は認められなかった。以上の結果から、ホ

ルスタイン種去勢牛に対するSL投与は、①描休量3を変化さ

せ~，二飼料摂取量を減車さJせ、その結果として飼料効率を改

善すること。②SL投与期闘が4カ月齢から 17カ月齢の長

期間であっても、第二畳~.Y_E_A産生査一変4己主志..I\/P.比を
低ベ一歩る効果が持続玄ることが明らかとなった。@と肉性で

は、枝肉の組織別構成背最長筋の理化学的性質などにおいて、

SL 投与の明らかな影響はみとめられず、今後の課題である

と考えられた。
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3 去勢子牛のエネルギーおよび蛋白質利用に及ぼすサリノマイシン添加の影響

0小川貴代・小橿剛人・諸問敏生・近藤誠司・関根純二郎・大久保正彦・朝日田康司 (北大島)

目的:サリノマイシン (SL) を反すう家畜に投与すると飼 45.3であった。

料効率が改善されるととが知られているが、その作用機序に 2)摂取Nおよび可消化Nに対する蓄積Nの割合〈紛は、対照

ついては不明な点が多い。本拭験ではSL添加が去勢子牛の 期 39.9，55.由、 SL期 44.2，.60. 1であった.

エネルギーおよび蛋白質利用に及ぼす影容について検討した。 3)エネルギーの消化率および代附率00は、対照期 65.2，

方法:6適齢で雌乳、 8週働で十二指脇リエントラントカニ 56.9， S L期 71.1， 65.4であった. DEに対するメタンエ

ューレを装着した4か月働前後のホルスタイン種去勢子牛4 ネルギーの割合(X)は、対照期 7.6、SL期 3.4とSL期で

鼠を供試し、対照期、 SL期の 2期を惣付反転訟で試験を行 有怠に低く、 GEおよびDE~;こ対する蓄積量の割合伐}は、

った.給与飼料は、市販育成周配合飼料とオーチヤードグラ 対照期 2.8，3.6、SL期 11.9， 16. 4となった。

ス1番刈乾草(細切)を 3: 1の割合で混合したものを用い、 4)メタン産生量(l/day) は、対照期 61.5、SL期 28.2と

SL期には配合飼料に SLを20ppm.加した.給与飼料は日 SL期で有意に減少した。また、日内童生パターンでは、対

本飼養穣準(肉用牛)の日槽体1kgに要するTDN量を基準 鳳期に比べSL期で全体的に産生レベルが低く、飼科給与後

に限定した。糞尿および十二指踊内容物の録取と呼吸試験に の増減も緩やかであった。

より滑化率、室3提出納、エネルギー出納および消化管部位別 5) }レーメンにおける飼料成分の消失率伐)は、対照期怠よぴ

の飼料の分解利用を測定した。 晶 SL期でそれぞれ乾物 55.6， 43. 7、有機物 59.7，49.3、

結果:1)飼料成分の全消化管での消化率(紛ーは、対照期およ 粗蛋白質 31.9，0.4、エネルギー 55.0， 42. 9と各成分とも

ぴSL期でそれぞれ乾物・66.9，72.5、有機物 68.0，73.2 S L期で有意に低い結果となった。

組蛋白質 70.9，73.6、粗繊維 39.4，46.目、 CWC35.8， 

4 飼料蛋白質のdg価が早期緩乳子牛のルーメンおよび下部消化管での N利用に及ぼす影智

。I小福剛人・諸問敏生・近藤誠司・関恨純:的・大久保IU多・朝:Jru tぷ.;] (北大農)

目的:演者らは先に、早期障乳子牛における OMおよびN

の消化管部位別利用について報告した(日畜7自国大会)。

本報告では、飼料蛋白質の dg価が、早期厳乳子牛の10，

13週飴にお付るJレーメンおよび下部消化管でのN利用に及

ぼす影響について検討した。

方法: 6遡齢雌乳ホルスタイン種去勢子牛 6頭を供試し、

給与したスターターの蛋白質源の遣いにより、 SB群(大

豆粕}および HS群(加熱大豆粕， 130 "c 2時間加熱処理)

の 2君事に 3頭ずつ分げた.金頭 8週働で十二指踊リエント

ラントカニューレを装着したー給与飼料は各スターターと

細切乾草を 6:4の割合で混合した.混合飼料の CP含量は

約 14'J(，、 GE含量iま約 19MJ/kg DMで SB，HSともに等

しく、ナイロンバック訟で求めた dg価は SB，HSそれぞ

れ約 55，45 'J(，であった.給与量は ARC標準(1980) の代

耐エネルギー要求量を参考に日増体 0.5kgに要する量と

した。 10，13週飴において糞.尿、十二指脳内容物を録取

し、ルーメンならびに下部消化管でのN消失量、ルーメン
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での菌体 N合成量、およびN蓄積量を翻定した。首体N合

成量は十二指踊内容物中の DAPA量から推定した。

結果:1) N摂取量に対するルーメンでの消失量の割合は、

SB， HS群それぞれ 10週齢で 8，-7 'J(，、 13週飾で 26，4 'J(， 

であった.

2)下部消化管での N消化率(流入量に対する消失量の割合}

は SB，HS群それぞれ 10週働で 62，73 'J(，、 13週飴で

63， 65 'J(，であった。下部消化管で吸収されたN量は 10，

13週船とも HS群の方が多かった.

3) N祭取量に対する蓄積量の割合は SB，HS君事それぞれ

10週働で 39，45 'J(，、 13週働で 3.7，31 'J(，であった.下部

消化管での吸収量に対する蓄積量の割合は SB，HS群それ

ぞれ 10週働で 71，59 'J(，、 13遺跡で 79，53 'J(，であった.

4)薗体N合成量は10，13週飴とも HS群の方が多く、首体

N合成効率(ルーメンでの可消化 OMlkgあたりの薗体N

合成量)は SB，HS群それぞれ 10週働で 23，28 g/旬、

13週飴で 20，25 g/kgとなり HS群の方が高かった.



5 緩乳前後の子牛における熱発生量の季節変動

0諸岡敏生・小樋剛人・近藤誠司・関根純二郎・大久保正彦・朝日田康司 (北大長)

目的:演者らは、早期離乳子牛の飼料利用性に関して'速の研究を 度は、ーl.1~27. 80Cであったー得られた熱発生量から最適近似余弦

行なってきており、これまでに 114頭、 540回のエネルギー代謝試 式を算出し、熱発生量の季節変動の検討を行なった。

験を実施している。その中から、 6週齢離乳子牛の 7から25週齢の 結果:1)熱発生量 (kJlkgo.o'/day ;以下同様)は、 3，5， 7週齢

熱発生量が冬高て夏低い季節変動を示し、その変動幅が発育に伴つ でそれぞれ、 550 二 59， 650土 49， 589 i: 29であった。

て減少すること、および熱発生量の年間変動の検討に最適近似余弦 2)熱発生量と日平均牛舎内温度は、いずれの週齢においても負の相

式が有効であることをすでに報告した(家畜の管理， 18 (3)， 1983)。 関を示した。気温の変化に対する熱発生量の変化は、週齢の進行に

本報告では、 6週齢厳乳子牛の離乳前後における熱発生量の季節変 伴い小さくなった。

動について‘最適近似余弦式を用いて検討した。 3)熱発生量はいずれの週齢においても、夏低く冬高い季節変動を示

方法:1985年7月から1986年1月生まれのホルスタイン種雄子牛13 し、その変動幅は週齢の進行に伴って小さくなった。各週齢におけ

頭を供試した。給与飼料l土、全乳および浪厚飼料とオーチヤードグ る最適近似余弦式は、以下の通りであった。

ラス細切1番刈乾草を 6:4の割合で混合した飼料であった。全乳

は6週飴まで給与し、混合飼料および水は2週齢より給与した。飼

料給与量は、 ARC飼養標準 (1980)における白地体 0.5kgに要す

る代謝エネルギー量を基に算出し、日:00と17:00に半量ずつ給与し

た. 3から 7週働における平均日槽体量は0.51kgであった。 3，5， 

7週働に物質・エネルギー出納試験およびフード法による呼吸試験

を実施した。温湿度等の環境条件は特に調節せず、日平均牛舎内湿

3週齢: Y = 586 + 60. 5 cos (ωt - 51. 4・)

5週齢: Y = 670 + 43. 0 cos (ωt - 36.8. ) 

7週齢: Y=  608+3l.9cos(ωt - 96.6. ) 

Y:熱発生量 (kJlkg"""/day) 

ω:角速度 (360. I 365日)

t :年初からの経過日数〈日)

6 水分合量の差異が牧草サイレージの栄養価と乳牛による摂取量及び産乳量に及 l;rす影嘗

0 篠崎康裕 坂東 健 戸苅管郎・花田正明(棋釧長試) f~n手五;タ?;:~幻?rf?
目的:牧草サイレージの低水分化により、摂取量は増加

するものの、乳量の増加の伴わないことが指摘されてい

る.本試験では開花織期に水分合量の異なるサイレージ

を調劃し、栄養価及び、乳牛に対する車且効具について

検討した.

方法:チモシーとラジノクローパ主体の混錨草を用い、

1985年 7 月 22~24 日に高・中・低水分の各サイレージを

調製し、出稼始期( 6月24日)に鋼製した中水分サイレ

ージを加えた 4処理区について l期17日間(本期 6日間

)の 4x 4のラテン方格法により実施した。供試牛はホ

ルスタイン泌乳牛 8頭で、各#イレージは自由摂取とし、
VofO 

温厚飼料は'L量の115を給与した.各サイレージの消
化率は、いずれも去勢めん羊 4頭を用い、 14日間(本期

7日間)の全実採取法により求めた.

結果: 1) 開花備期における高・中・低水分サイレージ

の DCP含量は 7.0、 5.5， 6.9%、 TDN含量は58.2、

58.7、57.0%であり、出穆始期中水分では 10.8、68.2

%であった。 2)出稼始期中水分区、開花繊期の高・

中・低水分区のサイレージ乾物摂取量は、それぞPれ17.3、

14.6、16.1、16.5kgであり、高生全区P賓室_.. U~_:C; O. 

即ーに金主空ュ1ヒι 全 TDN摂取量はそれぞれ14.7、11

.3、12.3、12.3kgであり、出穆始期区と開花繊期区、直

定ゑ区一と中」低水分区の随に有』意差 (P<O.Ol)が認め

られた.全 DCP摂取量はそれぞれ2.29、1.45、1.31、

1. 58kgで各処理聞に有意差 (P<0.01)が得られた.飼

養標準による要求量に対する TDN充足率は 125.0， 1 

03.6、 112.0、 110.9%、DCP充足率は 172.5， 118 

.0、 108.5， 128.3%であった。 3)乳量Iま20.9、19

.0、18.3、19.0kg、 FCM量は 20.6、18.2、18.2、18.6

kgであり、出稼始期区は乳量では開花揃期の中水分区、

FCM量では開花揃期区に対して有意 (P<0.05) に多

かった。乾物及び TDNlkgに対する FCM量は、それ

ぞれ1.00、1.02、0.94、0.93、及び1.41、1.62、1.48、

1. 51kgであった. 4 )脂肪率3.92、3.72、3.98、3.89

%、無脂固形分率8.81、8.63、8.69、8.65%、蛋白質率

3.24、3.08、3.19、3.14%、乳梼率4.55、4.55、4.52、

4.49%、体重 660、 655、 662、 660切であり、蛋白質

率に有意差が認められた.
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7 高泌乳牛のとうもろこしサイレージ主体混合飼料・自由採食飼養J去に関する試験

4.乾乳期におけるとうもろこしサイレージと乾草の給与比率が飼料摂取量、乳量並びに体重の推移に及ぼす彫響

。坂東健*、出岡謙太郎、原悟志、森清一、南橋昭(新得畜試、*現根釧農試)

目的:前報において、乾乳期に乾草のみ、あるいは乾草を主体 結果:乾乳期における体重当たりの平均乾物摂取量は1.55..... 

とし、泌乳期にはとうもろこしサイレージ(以下サイレージ〉を 1.70%の範囲にあり、サイレージ単周区では乾乳期の後単に低下

主体とする混合飼料の給与により良好な産乳成績と適切な増休成 し、泌乳初期にも低く推移した。これに対して、乾草単用あるい

績が得られることを報告した。今回、乾乳期におけるサイレージ は乾草主体区では乾乳期における変動が少なく、泌乳初期に速や

と乾草の給与比率が飼料摂取量、乳量並びに体重の推移に及ぼす かに上昇し高く推移する傾向があった。また、 4%FCM量の推

彫響について検討したので報告する。 移について2週目乳量に対する5週目乳量の割合でみると、サイ

方法:試験期聞は乾乳期8週間、泌乳初期5週間とした。乾乳 レージ単用区では100%であるのに対して、乾草単周あるいは乾

期におけるサイレージと乾草の給与比率を100: 0、67:旬、 草主体区では115"'"116%と速やかに上昇する傾向があったよ」乾

33:肝および o:100の4処理とし、自由採食させた。濃厚飼 乳期の日増体重は、それぞれ1.0、1.2、1.1および 0.5kgであ

料は分娩予定2週間前より 1kg給与した。泌乳初期は同一飼養期 り、貴重J1JJ!ijの体重回復は乾草単用あるいは乾草主体区で晦調で

とし、組飼料〈サイレージ:乾草、乾物比 2: 1)と濃厚飼料の あった。

比率を印:50あるいは 65:30とす石混合飼料一一いずれも乾物中 以上、さらに検討を必要とするが、本試験の結果から、単旦朋，

CP含量16%ーーを自由採食させた。供試牛は延20頭で、前3処 における粗飼料構成としては乾草単用あるいは乾草主体が望まーし

理〈乾乳期〉には4頭ずつ、乾草単用区には8頭を割当てた。試 く、とうもろこしサイレージの多給は避ける必要があると考えら

験は昭和田~同年度に実施したが、特定の処理が特定の年度に偏 れた。

忍傾向があった。

/ 

~ー\、、

8 十勝地方における乳罰の季節変化とその原因について

向中野功介・相村文郎・古村圭子・新出陽三(帯務大) ・O青谷宏昭・須田孝雄・佐藤文俊(十勝農協連)
大越誠(本別町箆協)

目的:乳母の季節奇形化と 1) 日長時間や気温、 2)給与伺棋と'

の関係を明らかにするため、調査を行った。なお、問者らは昨

年の本大会において、この調査の一部を発表した。今回は例数

を憎し、さらに調査方法にも改良を加えた。

方法:1)十勝農協連の土壌、飼務、生乳分析診断事業に参加

している本別町農家から、搾乳頭数 20頭以上の農家35声を

抽出し、昭和58年4月から昭和60年 10月までについて調

査した。 2)調査項目は各暦月の各牛の乳量、産次、分娩後日

数、栄養分 (DM，叩N，DC刊の充足率、および各農家の飼都給与

状混である。また、気温と日長時間についても調べた。 3)館、

乳段階や彦次などの搾乳牛の構成が、各磨月の乳量に影響を与

える。したがって、本研究では各牛の暦月におりる標準乳置を

求め、実乳量との差を出すことによって、この影響を取り除く

ことを試みた。まず、 WOODの気を用いて、 1産次から7産次ま

では各産次ごとに、 8産次以上はまとめて、合計8:;fCの泌乳曲

線を算出した。つい，で¥暦月におりる各牛の産次によって泌乳

曲線を選び、その泌乳曲線に分娩後日数を代入して、各牛の暦

月の標準乳量を求めた。

ルド、同
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結果:1)実乳量の平均は 22・78KG/目、標準乳量では

2 2・11KG/日であった。 2)標準乳量は明確な季節変化を

示さなかった。一方実乳量では、毎年6月をピークとし、 8-

1月をボトンとする年周期の変化が認められた。しかも、この

菱化は本質的には給主担些主盟国煙草益三三旦長型季節変f主主

鼠ほご致ーし主_0_ 3)しかしながら、 6月のピークの乳量は年度

によってその阜己主が違う。この原因は主として年度による組飼

棋の質の違いによるものであった。また、 8-1月にかけての

乳量の減少の年畠tf_..D年度によって異なった。とれには粗飼棋

とくにコーンサイレージの質、量、および給与期聞が関係し7

いた。 4) 8月の乳量の減少には、気温も関係していた。 5)

畠準乳量を用いる本研兜方法は、農家の飼養管理技術の良否

を調べるのに有効な方法と考えられた。_ tJr _-<t.‘て
，Af'\J;5). ι~J.' o‘別'(;::TV

mρJん加お立小室井、戸ボ3 い012ふ件ν九
にr ..-r ." _ ¥ EI dl三五"Sj;.-()-ナ I'd-司、~ D~\ lV 
t乙フし ιh 討~I /'J円 ('V 1'-
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検定 f~ 泌手L成績に及lます政次、 Y必手L則、 11:.皮Jj及ひ個体め影符

泉説守護!おお4俊 硲坂本法(恨釧於Jtt;.1i./牌リ!山計五Jjニ)・刷竹雄(中央農試)・八川雄・和
9 

め、解析結束から l直接これら痩因を勘案した条件付

き乳成分率基準値を作成することは同銀であった。

帰国間の交互作用を無視した場合、乳量、乳脂率

及び無脂岡形分率の全分散のうち、これら三つの要

因の占める割合は、それぞれおよそ 60%、 13%及び

17%であり、いずれの乳成分率においてもその影響

は小さかった。

いずれの乳成分率でも、全分散の 80%を紐えた誤

差分散のうち約半分は個体聞のバラツキによるもの

と推定されたが、三つの要因に個体要因の推定値を

加えてもそれらの占める割合は、それぞれ全分散の

およそ 80%、 55%放び 67%であった。

全分散に占める割l合からみた各要因の影響は、乳

量では泌乳期と個体の影響が大きく、乳脂率では個

体の影響が大きく慶次のそれは小さかった。 また、

無脂固形分率では個体の影響が大きかった。

目的 検定日泌乳成績に適応する乳議及び乳成分率

の条件付きの基準伎を作成する場合、勘案すべき条

件として産次、泌乳期及び生産月が宥えられる。

そこで、これらの要因が検定日における乳量及ひ

乳成分率の変動 iこ及 lます影響について検討した。

方法 根室管内新防農村地区で昭和 55年度に乳検乳

期検定を終了した約I:iBOliJiの乳牛の、その乳期の検

定日成績約 6600点を使用した。

産次、泌乳期及び生産月の影響の解析には、最小

二乗法による三重分類データの解析法(交互作用の

ない場合)を使用した。 また、誤差要因の解析の

ため乳期成績による補正値を同様の手法で解析し、

両者の比較から誤差分散に含まれる個体差による影

響について推定した。

結果 産次、泌乳期及び生産月は、いずれも検定日

の乳量、乳脂率及び無脂固形分率に対して 1%ある

いは 5%水準で有意な影響を与えていた。 しかし、

いずれにおいても要因聞に交互作用が認められたた

超 lf波機場;tA:JHによろ乳午特定ffiI似の計測とボディコンデションスコア
(B C S) との関係

秋田三郎 彫補 l地ー

)
 
(
 

噌

l
A

雪印種首相自

POS.l :肩脚軟骨より後 5佃

POS.2 :第 12肋骨、横突起平行線より 10ca下

POS.3 :胸権第 13と肋骨起始部形成の深部

POS.4 :腰椎第 3と横突起起始部形成の深部

POS.5 :腹椎第 3横突起の上

POS.6 :腰椎第 5検突起の上(十字部)

( 5 )測定要領

供試牛を枠場保定し、測定部位を毛刈しエコーゼ

リーを塗布して行った。測定は尾側からみて右側で

行った。

3 結果

超音波の性質は、皮ふから、脂肪、筋層、陸膿を

透過し、媒賓として透過し震い骨部に達して反射し

明瞭な境界のある断層像がえられ、速やかに計測

するととができた。

その結果、 BC Sはエネルギ一代謝または蓄積状態

を示すものであり、 B C S訟は乳牛の飼養管理の

適否を判断するのに有効な方法であると考えられた。

-17ー

平沢一志寛及川藤本秀明。前川裕美

1 目的

演者らは、ワイルドマンの開発した B C S法を

北海道入雲町で応用し産乳、望者殖及び代謝障害予防

に有効であったので、第 4 0回目畜道支部大会にお

いて、ボディコンデションスコアと産乳性の関係に

ついて報告した。

しかし普及にあたり、個人の主観、実施者の熟練

等の問題から、 BC S法を疑問視する向きもあり、

今回、超音波機様を試用して、乳牛特定部位の計測

を行い、 BC Sとの関係を検討し、興味ある結果を

得たので報告する。

2 方法

( 1 )供試牛 弊社中央研究島掲けい養牛 21頭

(2) B C Sの判定 ワイルドマン法に則り、演者

ら3名のアテストにより判定した。

( 3) 試用機稼 動物用超音波診断装置 アロカア

ニマ Jレエコー SS 0 2 1 0 0 X Bモード
(周波数 3.5MHZ)

(4 )測定部位(以下 P0 Sと略)



11 乾字L"!'の乳 Ji}・現;，十の変化及び乾手L期 Iljf主人l;fj使 IHの有無と次産 11与乳吟炎発生との関係

0塚本 達，腕崎康硲，商村和行(棟割!.@試)， f.丘井&~lf ( 胃rY~} ï~i ぷ)

1.目的:弘牛の乾乳において搾乳停止後の乳房・ の分娩後日数，受胎後日数は 297日 162日，乾手し

乳汁の経時的変化から乾乳完了の判断基準を検討す 開始前乳量15.4k9， 1 l司搾乳開始時乳量 7.4 k9 ， 体

る。また乳房炎防除プログヲム実施牛群における乾 ギ 671k9 • 搾乳停止までの搾乳日数 3. 3日，!Jlj乳停

乳期用注入薬の効果について検討する。 止時事L最 4.1 k9 ，乾乳完了時体重 657k9 ，乳汁チエ

2 方法:昭和 56 年 ~57 年に新得畜試で乾乳した乳 ック回数 2.4回，殉乳停止からの日数は 17日だった。

牛48頭について乾乳完了までの乳房・乳汁の変化を rzl搾乳停止後の乳房変化は 1回目チェックでは乳房

調べた。供試牛の殉乳はミノレキングパーラーで午前 のはれ有~少しが73% ，無しが 27%， 2回目はそれ

5時，午後 5時の 2固である。乾手Lは繋ぎ飼いパケ ぞれ 57%， 43 %， 3回目は 45%， 55 %と乳房のはれ

ットミルカ一掬乳方式の牛舎で午後 1回のみの搾乳 無しが漸増。 (3)乳汁の色，粘度の変化は 1 回目チ

とし，掬乳停止後は搾乳のない別の牛舎へ移し，以 エックでは白色弱粘液25% ，黄~白色クリーム状粘

後約 7 日間隔で乳房・乳汁の変化を観察した。乾乳 液22.9%，クリーム色半水様液および淡白色~黄色

中は遅刈り 1番乾草を自由採食させ，乾乳完了後は 透明水篠液が各 19% ，乾乳完了時では淡白色~黄色

飲牧期は昼夜放牧し，舎飼期は高水分サイレージを 透明水様液 58% ，クリーム色半水様液 19% ，クリー

25~ 30k9 ， 乾草 3~5kg ， 配合飼料 1 kg給与した。 ム色~アメ色強粘液10% ，アメ色半透明弱粘液 8% ， 

供試牛を乳房炎前歴なしを A ，有を B ，乾乳期用 黄~白色クリーム状粘液 5%だった。 (4)次産時にお

注入薬使用せずを 1，使用を Eとし， A 1 16頭 A ける乳房炎発生頭数は A n ， B 1は o， A 1は16頭

n 13頭， B 1 10頭， B n 10頭の 4 区に分けた。 中 5頭， B nは 10頭中 2頭で，うち分娩後 10日以内

3.結果:(1)供試牛平均の産次は 2.5，乾乳開始時 の発生は各 1頭であった。

12 生乳のリポリシスにおよほす加湿処理と泡立ての影響

灰谷 剛・仁木 良哉・ O斎藤 善一 (北大農・酪研)

1目的 生乳を冷蔵している聞に遊離脂肪酸が若干. 分が高く、クリーム部分の 1・4倍、中間部分の 2・3

増加する。通常は異常風味ランシ、y ドを感じさせる 倍であった。 25
0

Cに加温し直ちに冷却した後の単位

には至らないが、個体による差が大きく、また、温 脂肪率当りのリポリシスをみると、クリーム部分は

度変化、撹持、泡立てなどによりランシ、y ドに江る 5分までは加湿時聞に応じて港加し以後はほぼ同じ

ことがあるといわれるが詳細は不明である。実際に であった。脱脂乳部分は 1-5分でクリーム部分の

は、パイプラインミルカ一、バルククーラ一、ポン 2 - 4倍の高いリポリシスを示すが、それ以上の加

プ、クリームセパレーターなどがランシツドを促進 温により値下し、 15分以上ではクリーム部分よりも

させる可能性が大きいので、これらに関係する処理 低いリポリシスを示した。生乳を種々の湿度に加湿

の影響について調査した。 し窒素ガス通気(生乳 50mO当り毎分 100 mO) により

2方法 搾乳直後の生乳を、そのまま、ならびに処 泡立てると、リポリシスを増大させる効果は 10-20

理をした後に、氷水中に 24時間保容し、その聞にお ℃の闘で著しかった。 10分までは泡立て時間の増加

ける遊離脂肪酸の増加によりリポリシスの程度を示 にともないリポリシスは増加したが、それ以降は減

した。遊離脂肪酸はフエノールレッド法により測定 少した o !l持の効果は、泡立てを伴なわない場合は

し、パルミチン酸 (mg/mO) として示した。脂肪率 出較的少なかった。

の測定はゲルペル法によった。 加湿、泡立ては短時間でも効果が大きいので、搾

3結果 生乳を冷蔵庫中で静置法により分離しリポ 乳時および集乳時における空気の吸引、ポンプの空

リシスを測定すると、クリーム部分が最も高いが、 転などによる泡立てや、一時的な温度上昇がリポリ

単位脂肪率当りのリポリシスは脂肪率が最も偶い部 シスにおよほす影響は大きいと考えられる。

。。
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13 ~'し l司広佳子牛に京、け~I之官行動の}発達にお1 之

。珠IIIe月函邑除低川崎定歩、イ左藻辛イ言 〈者イ誌詰j
目的 一般的な飼養方法で育成された子牛は、生後

約2週令でほとんどが反舗を始め、成牛においては1

日当り約7-11時聞が反舗に費やされるといわれるロ

しかし、子牛における反調の発達については不明の

点が多い。本研究は、反担行動の発達及び反容行動

と盤2丘動.との関連性を検討するために行った。調
査は継続中であるが、いくつかの予備的知見が得ら

れたので報告する。

方法 出生後1週齢以降に新得畜試に導入されたホ

ルスタイン雄子牛28頭のうち4頭を援識と長とした。

離乳前において子牛はそれぞれ独立したペン内で飼

養された。 200gの代用乳を1.2 Q.の温渇に溶かし朝

夕2回晴乳を行い、 3週齢以降は300g-1.8 Qのl回暗

乳に切り替えた。カーフスターターおよび乾草は自

由採食させた。産量ぷA週金において一斉に行い、

離乳後は標識牛4頭を含む9頭で群飼を行った。乾草

は離乳前と同じく自由採食であったが、カーフスタ

ーターは1.1kgの制限給与とした。標識牛の行動観

察は生後2，3，4週齢(離乳前)および8週齢(離乳後)の

14 2群の搾乳牛を 1群1こしたときの群行動

4回実施し、 24時間にわたる5分間連続観察法を採用

した。観察の開始時刻は一定ではなかった。

結果@2，3，4および8週齢における1日当りの反器時

閣の平均±標準偏差はそれぞれ210:t110、341:t135、

280土94、486土 19(分)であった。q百体差は大きいが、
2週齢において既にほとんどの子牛が1日の約10%以

上を反甥していたことが示された。σE乳後である8
週齢においては、すべての子牛が8時間近くも反濁

していたととが明らかとなった。01食塊当りの岨曙

回数と阻曙時間(秒)は週齢の進行に伴い、どちら

も増加する傾向を示した。G各週齢における岨曙速度
も1.09:t0.13，1.18:t0.ll、1.26:t0.09，1.43:t 

0.10(回/秒)と、増加する傾向を示した。旬日当りの

乾草の採食時聞は各週齢において、 84:t48、61:t23、

56:t32、368:t21(分)であった伊乳前においては

反甥時聞は増加するのに対して乾草の採食時間は増

0花田正明・戸苅哲郎・峰崎1余裕・高橋毛二・ j二村俊 a ・扇 勉・塚本達・坂東健(偲釧農試〉 八回忠雄一(i劃11畜言u.

tI的 群行動をふまえた乳牛の管理技術は、乳牛を飼養

していく上で重要である。本報告では、ホ種搾乳牛若手2

群を20日間飼養した後、 1群にし 15日間飼養したときの

群行動の変化について検討した。

方法 ホ緩搾乳牛40頭をA，B群の 2群に分けた。各群

の頭数，平均体重，平均乳量は、 A群で21頭， 599kg ， 

16.9kg/d、B群で19頭， 608kg ， 18. 6kg/dであった。 A

群は、昼間4時間パドック(187m')に出した以外は牛舎

内で個別に、 B群は、昼間4時間パドック(198m')で、

それ以外はフリーストール牛舎内(135m' 牛床数18)で

20日間飼養した。各群とも 2日間パドックで行動観察を

行ない、横臥時間と敵対行動を記録した。 2群を 1群に

した後は、 B群と同様に飼養し〈但し、パド yクを 2裂
が，フリーストールの牛床数を36に増やした〉、 1，2， 

3， 5， 9， 15日目にパドックで行動観察を行ない、横

臥時間と敵対行動を記録し、また同日の夜 (21.:00-9: 

を、牛舎内では牧草サイレージを不断給与し、濃厚飼料 i

は、 1日1頭当たり乳量の約 1/6の量を給与した。

結果 1 ) A群， B群のパドックにおける横臥時聞は、

それぞれ、 6~分，__56分であり、 2 日間の総敵対行動数は、
~ .............-~ ----_ψ 一一一~~ß.Yc;.

A群68回， B群101回で、闘:行動，頭突f泡き.押の

動，品fi動が敵対行動数に占める割合は、 A群で1%ト
問， 37%、B群で 0%，56%， 44%であった・ 2〆}/ノイJ'，~t

//zqbpW 
1群にした後のパドックにおける横臥時間!i-<"1日目の ω f 

5 分から増加し、 3 日目以降はか札~後で推移した。，
また、夜間牛舎内での横臥時聞は、 1日目の320分から

培加し、 8日目で472分、 15日目で452分であった.

3) 1群にした後、 1，2， 3， 5， 9， 15日目の敵対

行動数は、それぞれ238， 78， 55， 38， 22， 34固であり、

闘争行動数は、それぞれ、 70，6， 1， 2. 2， 2回で

あった。 4)平均乳量は、 1群にした前後でほとんど l

変化しなかったが、 1群にした後、主主主プ7J3且，に竺か既日

00)にも横臥行動を観察した。飼料は、バドックで乾草 閉乳墨差皇塞塾ニ控主主-~?;?-た。

_&-，h 勺訟? i際人守白
骨羽~\\Ç;1) -19二 同前町

平総作動517Lh 制定間以南
ぐフリ次ト-)レめ手I)J司ヰス丸 一
~ 2J l.今ユブうfーケペ勿歩1 入時。干の行事。t~ フ q之



15 飼料の給与順序が去勢牛の揺食中断回数と中断時聞に及ぼす膨響

Oi毎回 茂・石村行弘・西埜 進〈路島大〉

目的:繍者らは，飼料の給与順序による去勢牛の採

食量の変化について，すでに報告した〈第78回日本

畜産学会) .今回は，この鐸食量の変化について，

嫁食行動商からさらに検討をした.

方法:ホルスタイン種去参事牛を 8頭用い，下記の試『

践を実施した.給与飼料には，ベレット状配合飼料

および二番刈細切乾草〈約 5c・〉を用い，試駁区を飼

料の給与順序により FH区〈乾草→配合飼料の順に給

与〉とFC区()2合飼料→乾草〉に分けた.飼料は毎日

2回(7:30，19: 30)給与順序に従って給与した.各飼

料とも毎回40分間自由採食させ，自由採食量を求め

た.試験期聞は， 1期 7日間〈予備期 5日，本期 2

日〉とした.本期期間中は採食行動を観察し，採食

の開始時刻と終了時刻を記録した.試験結果の解析

はノンバラメトリック法を用いて行った.

結果:先の採食終了時から次の揺食開始時までを採

食中断とみなし，両区の採食中断回数差を比較した.

両区とも後に給与した飼料の採食中断回数が，前に

給与した飼料に比べ有意 (P<0.05)に多かった(FH区

:乾草4.7回→配合飼料6.1回，FC区:麗合飼料4.8回

→乾草7.5回).また，前に給与した飼料と後に給与

した飼料の採食中断回数の差は，前に乾草を給与し

たFH区の方が，配合飼料から給与したFC区に比べて

少なかった.擦食中断時聞の観測累積頻度分布は，

両区のいずれの飼料鈴与時においても，理踊累積頼

度分布と差のないことが認められた.両区の頼度分

布型を理論累積頼度分布をもとに比較すると， 12合

飼料給与時の採食中断時聞の累積頻度分布は両区と

もほぼ一致した.これに対して，乾草を給与した場

合には，同一中断時聞における累積頻度がFC区で低

くなり， FC区での中断時聞がF'H区に比べ長くなる傾

向が示された.以上のことから，配合飼料老自由採

食させた後乾草を給与すると，乾草の採食中断回数

が増加し，さらに採食中断時間の長くなることがわ

かった.

16 黒毛和種目E育素牛導入時の採食行動とその後φ肥育成績

。左 久， 西紀雄，日高智，岡田光男， (帯畜大)

1.目的: 肥育素牛の選定に当たっては健康状態， O. 04kg) は肥育開始直後の 1日採食量が 7.2:t1.7

発育，体形，資質などが考慮され、飼料の喰い込み kgと他の 2群よりも多く、朝給飼開始直後の採食も

の良いことが重視されている。本研究では、肥育素 活発であった。 (2) 各牛群の牛とも、 2日間絶食

牛の採食行動と肥育成績との関連性を検討する目的 感作を行なう主、絶食明け給飼開始直後の採食量は

で、肥育開始期の採食行動を観察し、肥育終了時ま 正常採食時の約 2.7倍に達したが、 1日採食量は正

での増体量・飼料効率等との相関関係を分析した。 常時の約88%に留まり、急激な採食が生理的恒常性

2方法: 9ヶ月齢および 12ヶ月齢の黒毛和種去勢 を乱したものと恩われた。 (3) 肥育素牛の 1日採

牛を各 6頭肥育素牛として導入、 6頭 1群で 450目 。 食量は朝給飼開始直後 30分間の採食量と有意な正

および 390日間濃厚飼料と乾草(現物重量比5.5 : の相聞があり (r=0.818)、 1日採食量と給飼閲

4.5 )で肥育した。牛が環境になれた導入後 1ケ月 始直後の採食速度との相関係数は 9ヶ月齢導入牛よ

から 2ヶ月目に 1頭ずつ採食行動記録用個別ベン iこ りも 12ヶ月齢導入牛の方が高い値を示した。 仏}

7日間収容し、通常給飼(1日2回飽食量分割給 肥育開始期の朝給飼開始直後 30分間の採食量と肥

与〉および 2日間絶食後の個体別採食行動を観察し 育期間中の平均日増体量及び肥育終了時の肥育度指

た。 数との聞の相関係数はそれぞれ r=0.581，r=0.821 

3.結果: (1) 肥育期間中の平均日増体量と飼料要 で有意な正の相関関係が認められた。 以上の結果

求率の成績により供試牛を 3群に分けると、導入時 より、素牛導入時期における 1日採食量や給飼開始

の日齢体重は約0.78で3群聞に有意差は認められな 直後 30分聞の採食量は将来の肥育成績を予測する

かったが、肥育成績のよい牛(平均日増体量0.79:t 判断材料の 1つになり得ることが示唆された。

-20ー



17 群飼泌乳牛によるコンビ zータ制御の濃厚飼料給餌機の利用

竹下 潔・工藤吉夫・ 0植竹勝治(北農試〉

目的:コンビュータ制御の給餌機の利用は、群飼 47.7%を占めた. 1頭当たりでは31.2分である.手IJ

の乳用牛においても省力的かつ正確に個体毎に濃厚 周回数は(延べ) 121回で、 1頭当たり 5.5回、 1

飼料を給与することができ、精密な栄養管理が可能 回当たりの利用時聞は 5.7分である.また、フィー

であると考えられる.そこで、泌乳牛の飼養管理 lこ ダ内の飼僧へ頚を入れ録食行動を示した回数は、フ

この給餌機を導入するために、給餌機に対する牛の ィーダの利用 1回当たり 8.0回で、 1回の時間は39

利用行動等の実態、問題点を明らかにする .2秒であった.フィータ利用の日内変動をみると、

方法:北海道農試の群管理試験牛舎に設置されて フィーダの利用率は、朝の飼料給与切り換え後 5時

いるストールフィーダ〈オリオン機械KK製〉を用い 問に波り 90%程度と高く、後 10%以下に低下した.

た.供試牛は、泌乳中期の泌乳牛22頭である.搾乳 夜の採食は、切り換えから 1時間程遅れてやはり 5

はパーラーで朝 (8:30-9:20) とタ(16:00-16:5) 時間程度高い利用E与を示し、早朝 4:30以後朝の切

の 2 回行った.乳量は約 20kg/ 日であ~.濃厚飼料 り換えまで低下した.低い利用率の時間帯では、割

の給与量は平均 5.8kg/頭で、飼料給与の切り換え り当ての飼料がなくなり、 J菜食できないので牛の滞

時刻は、朝と夜の 9時30分で 1日2固とした.牛に 留時聞が短くなったためであり 1時間当たりの利用

よる給餌機利用の調査は、 3日間パソコンの利用状 頭数の変動は比較的少なかった.飼料の供給量は

況解析システムを用いてデータを収録し、解析した 118.4kg/日、 1頭当たり 5.4kgであり、残飼のある

結果:データの収録件数は 1日当たり〈以下同じ) 個体もみられた.飼料の供給された時聞は32，636秒

1966件、 1頭当たり 89.4件である.フィーダの総利 (9.1時間)、 1頭当たり 24.7分でフィー夕、利用時

用時聞は 41，233秒(11.5時間〉であり、 1日の 聞の約 80%が採食であった.

18 コンヒユータ制御の濃厚飼料給餌憐山利用状況解析システムの開発

0竹下 潔・工藤吉夫(北箆試〉

目的:コンビコータ制御の濃厚飼料自動給餌綴は ステッフ数は約 3，000行、 6本からなり、作業の選

個体毎の給与量を規制できることから、多頭数の群 択、データ収録、データ解析から構成される.デー

飼・省力的飼養から注目される.しかし、牛による タの収録は、受信の入・切のたびに年月日・時分秒

利用状汎は明確でなく、効率的利用や飼養管理から ・牛番号・残飼量・フィーダ番号・入切を 1レコー

みた問題点の把鐙がなされていない.そこで、パソ ドとして記録した.解析は、ファイルの概要〈収録

コンを利用して給餌機へ牛が出入りす~度にデータ されているデータ内容等の検察〉、生データの検索

を記録・解析することにより、牛による給餌機の利 全利用データの検索(受信の入から切まで毎の検索

用状況を詳細に把握する方法を検討する. 、牛の交代毎の利用データの検索、採食時刻の検察

方法:北海道農試の群管理試験牛舎に設置されて 等である.また、特定のフィー夕、・牛・時刻等の条

いるストールフィーダ(オリオン機械KK)を改造し 件を組み合わせて選択可能である.群飼の乾固牛・

データを出力する機能を持たせた.一方、パソコン 育成牛を対象に 3日間利用状況を検討した.収録件

側でデータを受信し、フロッピーディスクに経時的 数は、 1日当たり(以下同じ)2，195件 (122件/頭

に収録し、解析するプログラムを作成した.また、 で全頭が利用した.また、乾固・育成牛のため潰厚

乾固牛・育成牛の 18頭の一群飼育により本システム 飼料の給与量は少ない (0.5-1.0kg)が、利用時間

の動作状態を把握した. は4.53時間、利用率は 18.9%であった.利用頭数〈

結果:この解析システムは、パソコン (NECPC-9 延べ)は 117頭(1頭当たり 6.5回〉、飼槽ヘ頚を下

801V門2)で作動し、 CRTモニタ及びプリンタが必要 げた〈受信〉回数は 1，047回(1回の利用当たり

である.プログラムは、門5・DOS版 BASICを用い、総 8.9回、 1頭当たり 58.2回〉であった.
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19 乳牛への給飼方法の違いが採食行動・第一胃発酵および血撃成分の日内変動に及ぼす影響

。佐藤博・工藤吉夫・三島哲夫・柏木 甲(北海道箆試〉

家畜の採食行動は作業体系によって大きく影響さ

れるが、給飼方法の違いが搾乳牛の採食行動と第一

胃発酵や血液成分の日内変化に及ぼす影響まで検討

した成績はすくない。本研究では濃厚個料の給与回

数あるいは混合飼料による泌乳牛の反応を調べた。

方法:第一胃フィステル装着の泌乳中期の乳牛 3

頭 (2-3産次〉を用いた。混合方式では濃厚飼料

・乾草・コーンサイレージを 40:20:40(乾

物比〉で混合して自由採食させ、また分別給与では

灘厚飼料老 9時と 17時(2回給飼〉、 9時・ 13 

時・ 17時・ 21時 (4回給飼〉に給与した。各給

飼法で 2週間ずつ飼養し、長後の 24時間に牛の行

動等を調べた。頚静脈カテーテルおよびフィステル

を介して血液と第一胃液を 1時間毎に翌日まで採取

した。また、 24時間の採食・反すう時聞を記録す

るとともに経時的な採食量(5日関連続〉も測定し

た。

結果:乾物摂取量(5日間平均〉は 2回、 4回お

よび混合方式について、 17.7、18.0および 18.9

Kg/日であった。同様に 1日当りの採食時聞は234、

261 および 323分であり、また反すう時聞は 446、

453、および493分であった。その結果乾物摂取 1Kg 

当りの総岨崎臨時聞は 40、42、45分になった。

2固から 4回給飼になると第一胃pHの変動が小さ

くなり、混合方式ではこの傾向がさらに強まってい

た。また NH3が第一胃内で大量に放出される頻度

も2回>4回〉混合の順となった。 V"FA濃度には

明瞭な差をみなかったが、 2回給飼では総濃度が低

く、酢酸/プロピオン酸比が低下する傾向にあった。

4回と混合方式では大差無かった。 2回および4回

給飼では日中から夕刻にかけて血翠グルコース漉度

が明瞭に低下したが、混合方式ではほとんど変化を

認めなかった。他の血撃成分の日内変化については

特に給飼法による差が明らかではなかった。

まとめ:濃厚飼料を 2固から 4回給飼にしたり、

混合飼料法を採用すると採食量が増え、第一胃内あ

るいは血翠成分の恒常性維持も改善されることが明

らかになったが、生産性等については泌乳初期をも

含めて長期的な試験が必要と言える。_'- ....， ，.r-N-f1'"rrvv .~ンレ2~
ヲ :-:VJii~覇防給与ヒ 1J"~I)捻手ず‘ 1夢。マめ r II'-IIV . 
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20 作手L1'.1主における粗飼料.f;iji f~ζ 生 it 効 J本
10)給与粗削料の種恵i・h!:・組み合せの珪いが干し生産効，t'，~二位ぼす彫響

0問中 進・中辻浩喜 s ・近藤誠司・関倣純'.Ilii・大久保正彦・朝 [1LU!本ii) (北大農現新得biJえ)

目的:演者らは、 1984年度より粗鋼料の効率的利用を基盤とした

高溢乳牛の飼養方式の確立を目指し、長期的な研究を行なってい

るg これまで、粗飼料の録取割合を高めても乳生産のエネルギー

粗効率 (GEE)は変わらないとと、また、 GEEは乳期の進行

に伴って変動していくととを報告した(日畜77，78回大会、同道

支部41回大会)。本報告では、給与粗鋼料の種類、量、組み合わ

せの遣いが乳生産効率に及ぼす影響について検討した。

方法:北海道大学慶場のホルスタイン種泌乳牛を、 1984年度より

粗飼料多給群 (R群)と粗鋼料中給若手 (c群)の2群に分けた固

飼料の給与基準は既報の通りである。 1984，1985年度の2年間に

行なった物質及びエネルギー出納試験のうち、泌乳初期及び泌乳

中期牛に関する、延べ44頭のデータを用いた。給与粗鋼料は、夏

期放牧期は、コーンまたはグラスサイレージと乾輩、及ぴR群が

10kgDMld/co・の放牧地章、 C群が 3kg聞/d/co・の放牧地掌であ

った.冬期舎飼期は、泌乳初期のR群がコーン及びグラスサイレ

ージを原物比で7: 1 (CS:GS=7: 1)、または3: 1 (CS:GS=3: 1) 

に混合したものと乾草で、 C群はコーンサイレージと乾草であっ
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た。泌乳中期のR若干は、原物比で 3: 1の割合のコーン及びグラ

スサイレージと乾箪で、 C群はコーンサイレージと乾草であった.

結果: 1)泌乳初期のエネルギー消化率(%)は、 R君事の放牧期、

舎飼期 (CS:GS=7:j)、 C群の放牧期、舎飼期でそれぞれ、 64.4，

62.6， 64.8， 62.8で、エネルギ一代謝率(%)は、 53.5，53.4， 

54.5， 52.6でほぼ等しかったが、 R群の舎飼期 (CS:GC=3:j)で、

58.1， 48.3と低くなった。

2)泌乳中期のエネルギーの消化率(%)は、 R群の放牧期、舎

飼期、 C群の舎飼期で、 60.8，62.2， 60.5.エネルギ一代酎率

(%)は、 49.8，52.0， 50.2でほぼ等しかったが、 C群の放牧期

で、 66.3，55.2と高くなった。

3) GE  E (%)は、泌乳初期において、 R5宇の放牧鋼、舎飼期

(CS:GS=7: 1)、 C群の舎飼期で、 48.7，46.8， 47.0とほぼ等しか

ったが、 R群の舎飼期 (CS: GS=3: 1)、 C群の放牧期では、 41.9， 

35.7と低くなった.泌乳中期においては、 R群の放牧期、舎飼期、

C若手の放牧期、舎飼期でそれぞれ、 36.2，36.4， 37.8， 38.0とほ

ぼ等しかった.
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21 牛乳生産における粗飼料利用と生産効率
11) 1日2回ストリップ放牧時の採食量

0角谷泰史・田中 進・中辻浩喜左・近藤誠司・関根純二郎・大久保正彦・朝日田康<lJ . (北大農J 現新得畜喧

目的:演者らは、粗鋼科の効率的利用を基盤とした高泌乳牛の飼養 群では12回行なうとともに放牧地草の採食量および舎内、運動舗に

方式の確立をめざし一連の試験を行なっている。その中で、夏期に おりる採食量を測定した。

おいて 1日2闘のストリップ放牧により粗鋼料からの養分摂取割合 結果:1) 150分間の放牧当たりの総採食時間は、ストリップ放牧

を高めても乳生産効率は変わらなかったことを報告した(日畜(7. 群、輸換放牧若手でそれぞれ115.9，144.8分であり、また放牧開始後、

78回大会)。本報告では1日2回ストリップ放牧時における採食量 最初に採食を停止するまでの時聞はそれぞれ105.自. 142.5分でいず

を緩食時間などから検討し、粗鋼料摂取量をより高めるための飼養 れもストリップ放牧群の採食時間が短かった(P<0.01)。またスト

方式を追究することを目的とした. リップ放牧群の採食時間を放牧時間帯ごとに応べると、 9:00-11:30

方法:北海道大学の持乳牛君事を1日2回ストリップ放牧群と 1日1 の時間帯において5:00-7: 30.17 :00-19: 30より短かった(P<0.05)。

回輸換放牧君事に分げ供試した。ストリップ放牧群 (7-13頭)の放 2)放牧地草からの l頭当たりのDM摂取量は、ストリップ放牧群

牧時聞は靭 150分 (7月末から8月は5:00ー7:30、それ以外は9:00 で1日9.4kg(5:00-7:30で4.3kg，9:00-11:30で4.3kg.17:00-19:30

-11 :30 )とタ 150分 (17:00-19:30 )とした。幡換放牧群 (8 で5.1kg)であり、輸換放牧群で1日当たり4.8kgであった。全飼料

-10頭)の放牧は朝 150分(ストリップ放牧群と同様)とした。漬 からの1日当たりの総DM摂取量はストリップ放牧群，輸換放牧群

厚飼料の給与基懲は既報の通りで、 l日3固に分付て給与した。朝 でそれぞれ17.9kgおよび18.5kgであった。放牧地草以外の給与飼料

の放牧終了後舎内で GSPおよびコーンサイレージまたはグラスサイ が放牧地草の採食量に及ぼす彫響は明らかではなかった。

レージを給与し、午後に乾草を給与した。夜間は運動樋に出したが、 3)放牧地草の単位採食時間当たりの平均DM採食量は、ストリッ

運動場では飼料無給与の揖合と乾草を給与した場合があった。放牧 プ放牧群では40g/分、輸換放牧群では33g/分であったが、両群

地における採食時間の観察をストリップ放牧群では18回、輸換放牧 とも変動が大きく特に輸換放牧草宇で著しかった。

22 全飼叫混合給与時の産乳牛における自由採食震の変動について

0藤田 俗・松岡 栄・山田敏明・宮川 修・遠藤政宏(;帯広務大)
佐藤文俊・須田孝雄・青谷宏昭(十勝農協連)

目 的:群飼下の産乳午に全飼粉混合給与方式(

以下 CF方式と略記)を適用する場合、個体による自

由採食慢の変動と変動要因に関する情報が飼都ー設計

上不可欠である。本報告では CF方式を採用している

十勝管内問農場の高位産乳牛群について自由採食量

の実測を行い関連要因を検討する。

方 法:サイレージ(牧草、コーン)を主体組飼

棋とし、これに各種単体濃厚飼棋を混合する CFをフ

リーストール方式下で通年給与している帯広市近郊

酪農場の高位牛群(日乳母30kg以上、一部20kg台の

初産牛そ合む)について指示物質法による採食母お

よび消化率計測を実施した。指示物質は外部物質と

して常化クロム、内部物質として AIAを用いた。調

査牛(開~ 60年度計27頭)には一定最のぺレツト状外

部指示物質を夕方搾乳時に 2週間連続投与し、喜怒話

劇は後半の 1週間、朝夕 2回グラブ法で採取した。

結 果:( I )全牛通算 (N=27)の平均乾物侵取量

は 19.5j:3.7kg/目、保電あたり乾物録取率は 2.89j: 

0.46%であった。(.2 )乾物侵取震と関連要因との単

純相聞は、体重 (r=0.560)、 FCM乳母 (0.639)およ

び産次 (0.551)がそれぞれ有意であった。 (3)初産

牛は 2産以上の多産次牛にくらべ、乾物侵取量、隈

取喜怒ともに有意に低かったが、産次は徳重との相聞

が高く (0.680) 、体重の効果を消去した産次ー乾物

侵取量聞の偏相聞は有意ではなかった。なお、 r恒産

牛 lま乾物消化率、可消化乾物侵取量ともに多産次生

』こくらべ低い傾向があった。(1/-)分娩後日数の影響

は泌乳初期の牛に対して強く、分腕後 0~60 日の個

体は 60日以降牛にくらべ侵取量、領取率ともに低か

った。(よ)上記の成績にもとづき、体重(LW)とFCM

乳母(FCM) の 2変量に対する乾物侵取量 (DMI) の重

回帰責を求めると、全調査牛では DMI (kg/日) = 
;((i日

0.021LW+0.325FCM-5.001(邑三且ミ旦)、分腕後 o~ 

90日牛では DMI= 0・032LW十 0.460FCMー 17.425(昌三ξー~

♀.:-ê.~_)、分娩後 90 日以降牛では町、 DMI = O. 023LW+0.366 

FCMー 7.249(旦と;:..0_'..6心ーとなった。
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23 大ヨークシャ一種の系統造成 1 .大ヨークシャ一種の原産地別遺伝的特性

0山田渥 (滝川畜試)

目的滝川畜試では、大ヨークシャ一種の系統造成のために原産地

別性能について予備的調査を行った。そのなかで、 1日平均増体重

・飼桝要求率などに雑種強勢効果が認められた。そ乙で、原産地別

の遺伝的特性を知る目的で血液型・赤血球酵素型の遺伝子頻度を調

査した。

方法血液型は、 A、B、E、F、G、H、K、L、st280コ9シス

テム、赤血球酵素型は、 PHI、6-PGD、PGMの3システム

について、それぞれ大ヨークシャ一種についてはイギリス系(以下

E系)36・32、アメリカ系(以下A系)38・31、オランダ系(以下

N系)48・34、ランドレース種(以下L)63・48の豚について調査

した。ハンプシャ一種{以下H)については、例数が少ないため、

血液型については、別の試験で調査した成績を用い、赤血球型につ

いて 6頭の調査を行った。調査時期は554、1、31-54、12、17ま

でである。遺伝的距怒は、Sokaland Sneath(1963)、Neiand Royc 

houdhury (1974)、Cavllj-Sforza and Ed田 rds(1967)らの3種の式

を用いてそれぞれ算出した。

結果血液型遺伝子頻度についてみると Eシステムでは、 E系 .N

系でE
edgh悶が多く、 A系でほ少ない。 GシステムではE系・ A系で

Gbがほとんどを占めるが、 N系はG
a
が多い。 KシステムではE系

でK
b
がほとんどを占めるが、 A系 .N系ではKbtま半分を占めるtc

過ぎない。 LシステムではA系は Lcgのみであるが、 E系 .N系は

他の遺伝子もあり変異がある。赤血球酵素型は、 PHIシステムで

A系t;tPH 1 Bがかなり多いがE系・ N系は PHI向が多い。

3種の遺伝的距離は、それぞれE系・ A系聞で0.2508、0.0746、

0.1293、E系一・ N系聞で0.2576、0.659、0.1166、A系・ N系間で

0.2576、0.0872、0.1221であった。このことから E系・ N系聞が、

他よりやや近い関係にある乙とが明らかにされた。他の品種との関

係でみるとしとでは、 E系 .A系 .N系の噸lζ、それぞれ0.2836

0.2010・0.2528、0.0860・0.0343・0.0716、01558・0.1021・0.119

4、Hとでは0.4121・0.4529・0.3790、0.2097・0.2298・0.1715、O.

4129・0.4125・0.3734であり、 Lとの関係は、各産地問との巨艦lと

近く Hとはかなり離れていた、乙の乙とから、原産地問の遺伝的な

違いは、 LとWとの品種間の違いほどの這いがあると推定された。

24 大ヨークシャ一種の系統造成 2. G 1世代豚の母豚生産性指数。

0山崎剥.梶野清二.山田 渥.蒔田秀夫.字野和敏.河邸和雄. (1竜川畜試〉

目的:繕雌豚の繁殖能力を評価する方法としては、日本俸豚堂

錫協会が実路している産子検定があり、これまでわが国の純粋

楢豚の繁殖能力の向上に貢献してきている。しかし、この産子

険定法も群内の個体の能力を評価するための指標としては区分

が大緑肥で、より細かく区分が可能な方法の開発が望まれてい

た.その方法として鼠近開発されてきたのが「母豚生産性指数

J 法であり、繁殖能力のj旨棋として用いられるようになってき

ている。演者らは、三権矧の「母豚生産性I旨数式」を用いて系

統造成Bドの大ヨークシャ一種GI世代豚の繁殖能力の評価を試

みるとともに各方法の特徴について検討したので報告する。

方法;系統造成中の大ヨークシャー樋G1世代初産豚 18頭、

二産豚10闘の分娩哨育成緩を以下の街数式に代入し、母豚生

産性指数を計算し、計算結果にもとずいてl順位づけを行った。

NB N~ W~ 100 
拍数式A = (一一 + 一一 +2一一)x 一一一

1 1 9 X 4 

t旨数式B =2.o7NA + ト87N21 + 0.97W21 

t旨数式C =100 +6.5(N21-N2I)十 2.2(W21-W21) 

結果:街数の計算に用いた形質は子豚の数と一腹の子豚総体重

とであったが指数式によって時期がことなっていた。子豚数は
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産子数が10.56f: 2.t18、生産子豚数が9.9U2.45、蹴乳頭数が

7.72f:2.12であり、変動係数はそれぞれ23.5%、24.6%、27.4

Eであった。一腹子豚総体重は21日齢が38.2f:14.1旬、 28日齢

が48.6土17.5kgで、変動係数はそれぞれ36.郎、 36.0%であっ

た。

j旨数式A、目 B、Cによって求めた指数はそれぞれ80.U:W.3、

78.1 f: 19.9、101.5土49.7で、変動係数は25.2%、25.5%、49

.0%であり、 AとBは殆ど同じでCの数値が大きかった。

各方法の区分能力はAは34通り、 81ま35通り、 CI;t36通

りでいずれも同憾であった。次l乙得られた指数値によって順位

付けを行い、各方法の順位閑の相関を求めたところAとBの間

は0.99，AとCは0.96、BとCは0.96といずれも高い正の相聞

を示した。

以上、三極類の指数式による「母豚生産性指数」を求めた結果

、いずれの方法も大ヨークシャ一極G1世代豚の繁殖成績を区

分する能力があり、今後系統造成にともなう繁殖能力の変化を

把i屋するのに十分役立つことが期待される。



25 大ヨークシャ一種の系統造成 3.第3世代までの選抜結果

0梶野清二、山崎却、山田 涯、河部和雄、字野和敏、蒔田秀夫 (i竜川畜試〉、米田裕紀〈恨釧e試)

目的 豚の閉鎖群育種による系統の造成は、昭和

45年に愛知県と茨域県が着手して以来、現在までに

12系統が造成され、効率的な雑種生産のために利用

されはじめている。滝川畜試においても寒地の飼養

管理条件に適した系統の作出と選抜育種理論の検証

のために昭和'57年から大ヨークシャ一種の系統造成

に取り組んでいる。これまでに第3世代までの選抜

を終えたので、その結果について報告する。

方法繁殖豚の集団の大きさは雄10頭、雌50頭で

1年1世代で選披指数式による選按を繰り返した。

選技指数式に含めた形質は、 1日平均増体重、背脂

肪の厚さ、ロース断面積(以上は峰雄共通〉、飼料

要求率(雄のみ〉である。選銭指数値の計算に用い

た記録は全て育成豚自身のものである。

育成豚の飼養管理は、豚産肉能力後代検定t去に準

じて、産肉検定飼料老不断給与し、雄は単飼、 l瞳は

同腹2頭群飼を原則として能力調査を行った。

結果第1世代における産肉能力の平均値は、 1

日平均増体重が、雄 846g、崎 7訂 g、背脂肪の厚

さか、1.39cm、1.37cm、個料要求率が、 3.15、3.33

であった。また、集団の平均近交係数と平均血縁係

数は、それぞれ 2.37%、 7.77 %であった。

第3世代における産肉能力の平均値は、 1日平均

増体重が、雄 923g、l雌 852g、背脂肪の厚さが、

1.40cm、1.43cm、飼料要求率が、 3.06、3.20であり

集団の平均近交係数と平均血縁係数は、それぞれ

3.05 %、 14.26%であった。

第3世代までの選抜の結果は、 1日平均増体重で

期待されたよりも大きな改良が見られたが、背脂肪

の厚さについては、 i肢では意図した方向と逆のほう

への変化が見られた。

2fi ランドレース種の閉鎖群育種 1 .休尺値による背脂肪厚の早期評価法

山崎将.梶野清二.山閉 経.OH寺町秀夫. .:.-野和1敏.河部和~. (滝川畜試〉

目的:現在わが国で豚の産肉能力の改良のためにとりあげられ

ている主要な形質のうちで、特に背脂肪の厚さは、十主肉の取り

引き価格を決めるもととなる「枝肉絡付け」の長も重要な指標

となっている a

最近まで、背脂肪の厚さの測定方法はと積して、と休で誹j査

するのが最も正確な方法とされていたが、スキャニンゲスコー

プや1)-ンミータなどの超音波綴器の発達によって生体のまま

で正確に測定ができるようになってきている。

今回は、背脂肪の厚さについて早期選抜を行うため休尺値に

よる早期評価の方法を確立する目的で、閉鎖群育種を開始した

滝川畜試繋蓑のL種群を用いて、背脂肪厚と休尺値の関係につ

いて調査を行ったので綴告する。

方法:自家検定を実飽中のL種雌豚49顕.雄豚33頭についてそ

れぞれ4.....5団体重、胸囲、体長、背脂肪の厚さ (5ケ所)に

ついて制定を行った。

結果:検定開始時の背脂肪厚は雄がl姥よりも厚い傾向が見られ

たが、検定終了時には全ての部位で雄の薄いことが認められた。

1本，r~(直と背脂肪UJJ享さの問の相問問教は、いずれも0.7 以上

の正の高い間数を示した。背脂肪の厚さではとなりあわせの部

位の相聞が高く、離れるに従って低くなる傾向が認められた。

体尺値による背脂肪厚の推定式を求めたところ、胸囲と体重

とはほぼ同じ決定係数であり、体重計のない埠合でも胸囲のj<<IJ

定によって背脂肪厚の推定ができることが認められた。

以上のことから、体重や胸囲の湖定値と背脂肪の測定値を比

較することによって直綾機定終了時(90I-g)より前に産肉能力

の評価が可能なことが明らかとなり、早期選抜の方法として有

効な手段であることが推察された。
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27 去勢豚の栄聾水準と屠殺体重が枝肉形質、肉量および肉質!と及ぼす膨留

0宮崎元、小泉徴、蒔田秀夫(道立滝川南試) 杉本亘之(道立担釧農試)

目的:枝肉の品質向上を図る目的で、肥育後期の給与飼

制の栄養水準を菱化きせた結果、エネルギー含量の増加!と

より増体重がやや高まり、背脂肪が厚くなり、苦手肉量が低

下すろ傾向が認められ、特lと去勢豚!と対する影響が大きか

コたととを前大会で報告した。

そ乙で、今回は去勢豚!とおける給与飼斜の栄養水準と屠

殺体重の関係について検討した。

方法:供試豚はランドレース去勢豚30頭を用いた。給

与飼制はTDN含量で 70%および7'7%の2飼制を用い、

属殺体重は 95旬、 10 5 kgおよび 11 5 kgの3水準とし、

給与飼制と屠殺体重を組み合せ、各処理区!と単飼5頭を供

した。試験期間は生体重60 kgから屠殺体重までとし、不

断給与で行った。なお、試験開始前は市販子豚用飼桝 (T

D N77 .0%、DC P 13.0%)を給与し、その他の管理は当

場の常法とした。

結果:試験終了日令や試験所要日数は屠殺体重が大きく

なるほど多〈の日教を要していたが、一日平均増体重では

屠殺体重で 11 5 kgが、給与飼制で 70%区がやや低かっ

た。飼制摂取量は屠殺体重 10 kg の増加で約40 kg多く摂

取し、給与飼制では 77%区が70%区より約 20 kg少な

く、飼刺要求率l土層鞍体重!とよる差が小さかったが、給与

飼制!とよる遣いが認めちれた。

枝肉の形状は屠殺体重の増加!とより、冷屠休璽、特肉の

長さ、ロ ス断面積および背脂肪厚など!と差が認められた

が、給与飼制では大きな遣いがなかった。

枝肉申の部分肉および除去胸肪量をみると、屠殺体重の

増加lとより部分肉量は増加し、その割合は低下じたが、除

去脂肪は逆を示した。一方、給与飼制では 70%区が77 

%区!と比べ、部分肉の量や割合はやや多く、除去脂肪は少

なカ3った。

胸展長筋および脂肪の理化学性は、屠殺体重や給与飼刺

の影響がほとんど認められなかった。

ζのため、屠殺体重の増加は枝肉の形状や部分肉割合な

どに大きな影響を与え、また 70%飼料が77%飼制より

部分肉割合などが多い乙とから、両者の組み合せ!とより良

質の枝肉生産が可能!となると思われる。

28 夏期の高温が豚の繁殖成績に及ぼす影響

o ~脅谷 泰 (上川慶詰) 山川隆史 (大雪地区盤改)

目的 本道においても揚夏期の高温は豚の繁殖成績 範囲にあり，外気温よりも 1-2度高かった.

に悪影響を与えている可能性がある.そこで，成雌 3 .離乳母豚の発情再帰は次のと主りであった・ 1

豚を常時 55頭りい養する一貫経営の東川町H養豚 -4月が 24頭で， 22頭は 4-6日目に， 5 -6 

揚において，夏期間の豚舎内温度を測定すると共に 月が 22頭で， 2 1頭は 4-5日目に， 7-8月が

，夏期の繁殖成績を他の時期と出較した. 2 1頭で， 2 0頭は 4-7日自に， 9-10月が 2

方法 繁殖豚舎は鉄骨の複列中央通路(ストールー 0頭で， 1 5頭は 4-8日目に， 11-12月が 1

~ 5 ，群飼ー 2)で，天井はなく，腰プロック，上 1頭で， 10頭は 4-7日目に，それぞれ交目され

墜はトタン接り，屋根は野地板とトタン，窓は夏期 た・ 9-1 0月離乳のものに発情再帰の不調が多い

間全面開放である.ストールの上部にはポリダクト 傾向にあった.

の通風装置を設け，高湿時に通風する。豚舎内外の 4・離乳後第 1回目の発情で受胎しなかったものは

温度潤定は 7月中旬から 8月下旬に実施した 4頭のみで受胎率は非常に高かった. 4頭のうち 3

結果 1. 7月中旬の舎内最高温度は 20 -2 9度 頭は 9-10月に交回したものであ立た4

， 7月下旬が 24 -3 2度， 8月上旬が 25-35 5. 初産豚を合み 126頭の分腕があり，平均産子

度， 8月中旬が 24-3 2度， 8月下旬が 22-3 2 数は 11・1頭であった.産子数に時期による偏り

度で，外気混より 1-2度儲かった. はなかった.

2 .舎内愚仮湿度は7月中旬が 12 -1 8度， 7月 以上の結果から，通風状閣の良い豚舎では夏期の

下旬が 16 -2 0度， 8月上旬が 16 -2 3度， 8 高温はあまり野響のないものと判断された・

月中旬が 16 -2 2度， 8月下旬が 16 -1 9度の
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29 程錆~ズ弐樹子実毒事・指定安三プゴ王℃乙こよる冬子署重量0:>院事告P苦是主寛<D.~幸喜安力男~

0泰 寛・小泉徴 (i竜川畜試み.片山秀策(北農試物理部).佐野修〈ダウ化工).桜庭定義(恵庭農協).藤本照夫(養豚家〉

【目的】冬季の豚舎では不良環境に起因する生産性の低下が認めら 時間の測定を実施した。改修前・後の冬季間 (12.......4月〉に.L

れ.断熱・換気などによる環境改善の必要性が認識されるようにな W'D雑種豚それぞれ28および33頭を用いて体重25-95k

ってきた。しかし一方では，断熱・換気方式が不適切なために十分 g聞の発育を調査した。

な改善効果が得られていない豚舎も多くみうけられる。本研究では. 【結果】1)豚舎の平均熱貫流率は改修前の4.3kcal/ポ・

自家労力だけで施工できる簡易な断熱・換気方式による豚舎環境の 時・℃から改修後の0.5kcal/m2・時・℃に改善されと推定

改善効果について検討した。 された。改修後の換気量は少風量連続換気時14.onf/分.サー

【方法】試駁は恵庭市内のD型ハウス肥育豚舎で. 1983年 12 モスタツト断続換気併用時24.3rrr/分であった。 2)冬季間(

月から 1985年7月まで実施した。豚舎規模は長さ 18.0m， 12月.......4月〉の舎内温は改修後で2.......60C高く推移し，豚舎内外

幅 10.8m.天井高2.3m.最大収容頭数 120頭〈平均体重 最低気温差は旬平均で改修前15.6OC，改修後18.50Cであっ

50 k g)である。この豚舎で 1984年 11月に断熱・換気を主 た。 3)冬季の舎内相対湿度， c明度およびN明度は改修後で

体とする改修工事を行なった。断熱は天井に50mm，壁と窓に3 低く，それぞれ24時間測定での平均値は改修前90.0%，O. 

8mmのフォームポリスチレンを施用した。豚舎密閉期の換気方法 275%および 12 p p m，改修後64.9%，0.101%およ

は少風量連続換気〈φ25cm換気扇2台)とサーモスッタト断続 び8ppmであった。 4)夏季の舎内温・湿度， co主・ Nf弾度に

換気〈φ30cm換気扇 1台)の併用とし.開放期は自然換気とし は，改修の前後で差は認められなかった。 5)冬季聞における豚の

た。測定項目は改修前・後の舎内環境と冬季聞の豚の発育成績であ 日飼料摂取量，日増体量および飼料要求率は改修後の成績が良好で

る。豚舎内外気温は最低・最高温度計で毎日測定した。舎内の温湿 あり，それぞれ改修前2.29kg， O. 68kgおよび3.38， 

度とCら・ N耳鼻度について.改修前・後の夏と冬にそれぞれ24 改修後2. 11 kg， O. 72kgおよび2.93であった。

:ぅ() ポールドーセット極Kよるサフオーク種の交雑試験
1.一代雑種の繁殖成紙訟よび生産子羊の育成成績Kついて

0斉藤利朗・北守 勉・吉田 悟(滝川畜試) ・平山秀介(中央農試)

H的 ポーノレドーセ y ト種は、繁嫡季節が長〈、いわゆる年♀

l叫あるいは£年3回繁殖が可能として世界各国で注目されてい

る。当場では、 1980年Kニューヅーランドから本経を輸入して

お戸D、現在特性を調査中であるがその一方、サフオーク!穏との

交雑利用の検討も進めている。今回は、ポールドーセット種雄

字とサフオーク種雌羊聞の一代雑種Kついて 3産までの繁殖成

.総志、よび子羊の育成成績を取りまとめたので報告する。

方法 1982年Kポールドーセット種雄羊Kサフオーク種雌羊を

交配して一代雑種を生産した。 ζれら一代雑種K対して、 1983

年から 85年まで毎年?月 ~11月 Kサフオーク種雄羊を交配し、

それぞれ逆春の繁殖成績、生産子羊の発育Kついて調査し、同

年度生産のポーノレドーセット穏合よびサフオーク種との比較K

ないて検討した。供試した雌羊の延頭数は、一代雑種目頭、ポ

ーノレドーセット種23頭公よびサフオーク種190頭である。

結果 1) 一代雑種は頭部と四肢の粗毛が薄い褐色Kなる。体型

的Vては父羊であるポーノレドーセット穏K似ているが、体格はサ

フオーク種K近〈大型である。

2)子羊生産率は3産を通算しで一代雑種197%と左 b、ポー

ノレドーセット種162% ;1:，>よびサフオーク穫168%~ 比べて著し〈

高い値を示した。産子数割合でみると、一代雑種は70%近〈が

双子を生産して公b、三子の生産もサフオーク穆よ b多かった。

3)、一代雑穫の子羊の生時体重は、ポールドーセット種よ bも

重いが、サフオーク種とは変わら念かった。育成率は3穏とも

88%前後であった。ただし、一代雑種の場合初産の子羊Kエン

テロトキセミアが多発し全体の育成率を引き下げた。ュ、 3産

では、 62例中59例育成され95.2%という高い値となる。

4) 離乳時体重 (4カ月齢)は一代雑種の子羊が最も大き〈、双

子であってもサフオーク種の単子並K達した。

5) 一代雑種から生産された4カ月齢ラムの枝肉形状は、サフオ

ーク種と大差左かった。したがって、離乳時までの発育が良好

左だけK、大型のラム肉生産が期待できる。

凶、，民ト?l 
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:n 実射線局H 矯+事情!における免役 I，~;答従 ω 比較

0森津康喜・真島 {祭・篠沢 章二・中村 宏・市川 舜 (椅農大〉

目的:ニワトリにおいては、各種の抗原に対する 定した。また、 SRIl仁については、一次と二次の免疫

抗体産生能力に、品種や系統聞で差のあることが知 後の各 l週目に血清を得て、その凝集抗体力価を同僚

られている。そこで、今回、道内で広く飼養されで Iの手法で調べ、さらに、メルカプトエタノール耐性

いる実用採卵重量種の内から、外国系 2銘柄 (A. B (2・門E)力価についても求めた。 これらの抗体力価

種〉と国産 1銘柄(C種〉を取り上げ、それら実用 は、反応した血清の最大希釈倍数を IOg2で表した。

種の免疫応答能の特徴を 3種の抗原について比較検 結果: 1) N D に対する応答は、一次で A.B.Cそ

討してみた。 れぞれ 4.08.4.12. 3.68となり、 BとCの差は有

方法:供試した外国系2銘柄は、 1986年2月に、ま 意であったが、二次では 5.84，5.75， 5.75となっ

た、国産 l銘柄は4月に僻化した雛を用い、それぞれ て、鶏種間差は認められなかった。

l賂25羽を 1群として飼育した。免疫抗原には、ニュゥ 2) I Cについては、ー次で A ，B，Cそれぞれ 4.42.

カッスル病ウイルス(N D) と伝染性コリーザA型菌 4.32， 3.68となり、 Cは他の 2種よりも有意に低い

( I C)、及び羊赤血球(SRBC)を用い、 NDと ICの投 値を示したが、二次では 4.88，4.52， 4.76となっ

与は、市販の2種混合不活化ワクチンを6週と 12週齢 て、鶏種間差は認められなかった。

時に大鹿部筋肉内に0.5mlを接種し、 SRBCは、 2%濃 3) SRBCを見ると、一次で A，B，Cそれぞれ 6.52，

度の浮遊液を8週と 10週齢時に0.8と0.9mlづっ翼下静 6.67， 4.64 となり、 Cは他の 2種よりも有意に低い

蹄に注射した。 NDと ICに対する抗体産性能は、一次 値を示し、二次でも 5.44，5.32， 4.16となって、

免疫後の3週と二次免疫後の2週目に血清を採取し、 その傾向は変わらなかった。 また、 2・門Eについても

マイクロタイターi去を用いた H 1テストによって剖 同様の結果が見られた。

32 
l雌童書における距の遺伝学的考察

0検沢 章三・中村 宏・森津 康喜・市川 舜 〈酪農大〉

目的:一般に距は、成熟した雄惑において中足骨 で 12: 3、 3区で 10: 2であり、 2区及び対照

後方に 1本づっ伸びる角状突起である。しかし例外

的に、鑓でも雄様に距の伸長する個体が見られ、こ

の遺伝機式は十分に解明されていない。そこでl雌鶏

の距における遺伝機式を知るため、交雑実験を試み

たので概要を縄告する。

方法:交配は、白色レグホーンの雄とロードホー

ンの雄機距l峰との交配(1区〉、ロードアイランド

レッドの雄とロードホーンの雄様距雌との交配(2 

区〉、白色レグホーンの維と雄様距雌との交配(3 

区〉によって Flを作出し、また対照として、白色レ

グホーンの正常l雌との交配をした。さらに、 1区、

2区、 3区のそれぞれにおいて F2の作出、 Fl雄を

用いた雄機距雌との戻し交毘(B F 1)、および Fl

雄と他の正常l燈との交配を行った。なお、距の出現

有無について、 Flは500日齢時、 F2・BF 1及び他

の正常雌の交配では、 300日齢時までの記録を用いた。

結果 Fl雌における正常距と雄様距の比は、 1区

fやイす
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区では全て正常l峰であった。 1区の F2では 6: 1、

R F 1で 5: 2、 3区の F2では 7: 3、 BF 1で 6: 

1にそれぞれ分離した。 2区の F2とBF 1、及び全

区における他の正常l般との交配では全て正常l峰であ

った。これらの経過は、 GoodaJeの Flで全て正常、

F 2で 27: 2、 BF 1で 50%の雄様距が出現した

とする報告とは、やや異なる結果となった。

以上の事などから、雌における距の発現は 1対の

遺伝子によるものではなく、数対の遺伝子が発現及

び抑制に関与していると思われる。 しかし雌の距は、

帰化後 1年を過ぎてから伸長する個体もあるので、

P 2、BF 1の分離比については、日齢の進んだ500

日齢時の経過を加えてさらに検討したい。



33 j采卵残J、山.i!i羽竹i宣伝子導入の影響

0田村千秋、高橋 武、小間忠雄、森崎七徳、田中正俺(道立滝Ji[音試)

[目的]採卵建ひなのi峰雄鑑別を効率的に行うために、羽色や

羽性を支配する遺伝子の利用法が知られている。しかし、これ

らの特定遺伝子を育種鶏群に導入する場合、峰雄鑑別技術が効

率化される反面、他の形質を支配する遺伝子との連鎖が好まし

くない方向に働けば、選抜・増殖効率の低下を招くほか、導入

に一定の期聞を要するなどの問題点がでてくる可能性もある。

そこで、今回、伴性の遅羽性遺伝子 (K)を用いるl雌雄鑑別

法を導入した育種システムの検討に必要な基礎情報を得る目的

で、その遺伝子が、発育や産卵性、卵質などに及ぼす影響を調

査したので報告する。

[方法]用いた逐羽性遺伝子 (K)は、速羽性(Ie)に対して

優性の性質を有する。調査用ひなは、遅羽性遺伝子を保有する

家系集団の雄鶏 (K/兎〉を、速羽性の家系集団の雌要事〈掃/

w) に交配して得た。調査区分は、遅羽性区 <K/~ )と、速

羽性区 <!i/w)とし、供試羽数は、各区とも50羽とした。

調査項目は、発育、強健性、産卵率、卵重、飼料利用性、卵質

などとした。

[結果] 1.逐羽性区の体重は、育すう初期を中心;こ、速羽性

区に比べてやや小さかったが、その差は統計的に有意なもので

はなかった。

2.育成率は両区とも良好で差はなかった。産卵期の生存率は、

速羽性区の92.0%に対し、遼羽性区は86.3%とやや低かったが

有意な差ではなかった。

3.遅羽性区の50%産卵到達日齢は、 163日齢で、速羽性区と

大差がなかった。生存鶏の産卵率には有意な差がみられ、遅羽

性区は75.9%と速羽性区の82.0%に対し約 6%劣った。

4.卵重には、特に差はみられなかった。遅羽性区の日産卵量

は、速羽性区に比べ 2g程少なかった。

5.飼料摂取量は、両区の聞に大差はなかったが、飼料要求率

は、産卵率に差があることから、速羽性区の方が優れていた。

6.卵形係数、卵殻強度、卵殻厚、ハウユニット値などの卵質

では、いずれも両区聞に大差はなかった。
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第二会場 午後の部

35 キャッサパ配o制料のL勢午1":'よみ消化本と哨H外ー
イi川 1[，む・会111 茂 Jコ[J!i-f先 進(郎農大)・ :-Illif.lj輔(ホクレン)

円的:キャッサyくミールは.従来からデンプン質の

給源として，牛および豚の配合飼料にある程度ーまで用い

られるとしてきたが.高い青酸合員.さらに収穫から乾

燥までの聞に土砂が混入寸るなどの問題点が指摘されて

いる.しかし.最近はこの問題が改苦・されて品質はかえI

りよくなった.キャッサパミ ル(キャッサノサを豚や鶏

の配合飼料に用いた報告はあるが.乳牛および肉牛の配

合飼料に用いた報告はみあたらない.そこで.本試験で

は.乳牛配合飼料におけるキャッサパの適正以代替水準

を知るため.配合飼料への添加割合を変えて.去勢牛の

消化率と晴好性に及ぼす影響について検討した

方法:供試牛は，約6カ月齢のホルスタイン積去勢牛

(体重約180kg) 4頭で.下記の試験に反復使用した.試

験配合飼料は，対照飼料iこ市販の乳牛配合飼料を用い

さらに一部をキャッサノ，，(ベレット状〉で， 5， 10， 20% 

代替したものとした.消化試験は.各飼料区の乾物.粗

蛋白質.酸性デタージェント繊維，細胞壁物質，デンプ

ンおよびエネルギーの消化率を， 4 x 4ラテン方格法の全

資、採取11で視IJi1:した.制料のキi7
'
j-IIIJ.'よ.配介制料4_ 2 kg， 

乾，'((1_ 8kgで， 1 112 [口lに分けて給リした_ ~t.'.~守iÌäJ 料の i望

択採食:i:~は.配介飼料:つずつ車110せて 11i["14 0分の411 

間測定した(--点ri111選択法)-つ Jに配o制料rji_ -給う
時の最大採食散をM同40分の5H間測定した(tti- -刺激d斗

結果:キャッサパ(タイ同夜)の料全員(1質合計(乾物I十J)

が2_3%，デンプンA笥は44_ 7%であった.配{'i!IaJ料の

化学的組成は，対照飼料と名キャッサパ配介制料の聞に

ほとんど差がなかった.各飼料lポの消化率は，乾物.粁1

蛋白質およびエネルギ が約70%，駿性デタ ジェント

繊維が約56%，細胞壁物質が約65%，デンプンが約99%

で，いずれの飼料区聞にも有意濯はむかった点nlll

選択法による選択採食量は.対照宣言l料.作キャッサノ〈配

合飼料の組合せにおいて.キャッサ"添加割合の前~ ~、配

合飼料ほど有意(P<0_05)に多かった.また，単一ー刺激

法による最大採食量も配合飼料聞に有意差はなかった

これらのことは.キャッサパで配合飼料の20%まで代替

できることを示唆している

36 大豆がら、くず小麦の栄養価

前回善夫 (道立中央農業鼠験渇}

目的:大豆がら、くず小麦の栄養価、採食量および くず小麦で低かっ fニ。マグネシウムは各々 0.37、0.15、

栄養領取量を調べ、めん羊の飼料としての合理的な利 0.27%、カリウムは各々1.93、0.50、3.57%であった。

用方法を検討した。大豆がらとくず小麦を組合せて利 栄養価をみると乾物消化率は大豆がら、くず小麦各 、

用しでも蛋白質の不足が危倶される乙とから、アルフ 々57、70%、DCP含有率は各々 0.4、 9.8%、TDN含有率

アルファとの組合せも検討した。 は53、71%で、大豆がらは DCP含有率が著しく低かった。

方法:大豆がら(カンとサヤの混合物、その比率は くず小麦はひき割りにして給与するととによって乾物

おおむね 1 : 1) 単一給与、大豆がらとくず小麦の併 消化率、 DCP、TDN含有率とも高くなった。大豆がらと

給、大豆がらとアルフアルフアサイレージの併給およ くず小麦の併給では DCP 2.3%、TDN58Z、大豆がらとア

ぴ大豆がらにくず小麦とアルフアルフアサイレージを ルフアルフアサイレージの併給では DCP5.51、TDN521 

併給した渇合の栄養価をめん羊を用い調べた。消化試 であった。大豆がら、くず小麦とアルフアル 7 -，サイ

験は、大豆がらは採食率が50%tとなる量を、〈ず小麦 レージの併給では DCP 8.5%、TDN601であった。

およびアルフアルフアサイレージは各々体重 1同当た 栄養授取量では、大豆がらとくず小麦の併給はめん

り8g、25gを給与して行った。 羊の維持および妊娠期の TDN要求量を、大豆がらとア

結果:成分含有率をみると、粗蛋白質は大豆がら、 ルフ 7 ルフ 7 の併給では DCP:および TDNの維持の要求量

〈ず小麦およびアルフアルフアで各々 3.6 、16.5、 を、大豆がら、くず小麦およびアルフアルフ 7 の併鈴

19.91、リンは各々 0.03、0.49、0.411と大豆がらが箸 では DCP、TDNとも維持および妊娠期の要求量をほぼ売

しく低かった。カルシウムは各々 0.56，0.03、1.29%と 足した。
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牧草蛋白質飼制の罵!と対する飼軒価値

0小泉 徹(滝川高試) ，杉本E之(担釧農試) ，斉藤隆(ホクレン農総研)

目的:牧草成分分画技術によって生産された牧草蛋白質 対する代替効果を検討した。

飼制 (LPC) の鶏!と対する飼軒価値を明らかにする事を

目的!と、 LPCの採食性、栄養価値、ひなの発育!と対する

大豆粕の代替効果!とついて検討を行った。

方法: (1) LPCの採食性:LPCは、 1985年6月lζ裸川市

一己町の実験プラント!とおいて製造きれた、アルファル

7 ア一番草を原制としたものを供試した。 LPCをマッシ

ュ状及びペレットを砕きクランブル状としたものを、そ

れぞれ間合飼制!と30%混合し試験飼制とした。供試建は、

産卵鶏18羽を用い、 1区 3羽(2反復)Iと対し一週間自

由採食量で個別給与を行い、採食量を調査した。

( 2) LPCの栄養価値査定: アルフアルファ一番草、二

番章、三番草及び四番+新宿二番草からなる LPCについ

て阿Eの測定を行った。 供試語l主、産卵甥10羽を用い、予

備期 5日間、 本期 5日間の全糞採取法!とより試験を行っ

結果: ( 1) LPCマッシュ混合飼制、クランプル混合飼

制及び市販配合飼桝との聞の採食量lとは、有意な差が認

められなかった。 また、原刺草別の LPCの採食性では、

アルフアルファー蕃草及び四番草十新播二番輩LPC混合

飼刺は、回合飼桝と同等の採食量であったが、とれら!と

比べ、二番草及び三番草LPC混合飼制の探食量は少なく、

二番草と他との聞には有意な差が認められた。(2 )供

試 LPCの乾物申CP含量は51.3~57.1%であった。また、

その他の一般成分値!とは、大きな差は認められなかった。

しとかしながら、 ME値!ま 2039~3086Kcal~g と大きな差が認

められ、二番草及び三蕃草によるLPCが他!と比べ低い値を

示した。

( 3)大豆粕!と対する代替割合 100%区、 75%区、 50%

区及び対照区における日増体量、飼制要求率は、それぞ

t::" ( 3) LPCのひなに対する発育効果; 大豆粕16% れ、1l.2g，2.74、1l.7g，2.73、12.lg，2 .74、11.6g，2.78

間合の飼制{と対して、大豆粕を LPCで100%、75%、50% であった。

代轡した飼斜を調製し、試験飼軒とした。 とれを、生後

12日齢の雌びな一区10羽!と対し三週間給与し、 大豆粕!と
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39 稲わらのアンモニア処E壊における水分含量、アレモニア添加量および保温の影響

Or，司書lIt!ifl!l、務用保 (滝川畜試i

[目的】稲わらをアンモニア処理すると栄養価の高まる乙とが知られ 素含量は水分 25%以上で・横ばいとなり、また 30%以上でセルラー

ているが、処瑚の効果に及!;l'す要因については必ずしも明らかではな ゼ分解率の伸びが鈍化し、アンモニア処理時には 30%前後の水分が

い。乙乙では水分含量、アンモニア添加量が処煙効果!C.及ぼす影響lζ 必要である乙とがうかがわれた。

ついて検討し、さらに稲わらは冷涼な時期比産出されるためアンモニ 2 )アンモニア添加量

ア処E曹の際の保温効果についても倹討する。 アンモニア O、2、3、5%添加稲わらのTDN含量はそれぞれ55

【方法】 ム 55.1、58ム 56.7乾物%であり、無添加と比べて 3%添加のみが

1 )水分含量 有意に高く、 TDN向上分の的80%が細胞壁 (NDF)の消化性向

ピニ ル袋lと1K g の稲わらを詰め 15.2~41.4%の問で 9 段階の水 上によるものであった。一方、乾物消化率と内因性糞中排池乾物量を

分合量となるように水を加え、ヒ・ニール袋が膨満状態になるまでアン 合わせた真の乾物消化率、およびTDN摂取量は3、5%添加が高か

モニアを過剰に注入し、 40日後lζ開封して窒素含量、セルラ ゼ分 ったが、両者の聞に違いは認められなかった。窒素回収率は 5%添加

解率を測定した。 の24.7%!C.対し 3%添加では37.5%であり、稲わら!と対しては 3%の

2 )アンモニア添加量 アンモニア添加が適当であると考えられた。

アンモニアの添加はコンパクトベールした稲わらを縫積し水分含量 3 )保温

が30%となるように水を加え、ヒ'ニ ルで被覆し、ついでアンモニ 保温lζよりスタック中心部の稲わらの温度は約5勺高くなり、また

アを注入するスタック方式で行った。添加量は乾物重当り 2、3、5 南と北側の温度差は小さくスタック内温度が均一化される傾向であっ

%であり 34日後lと開封した。 た。 TDN含量、摂取量ともアンモニア添加により増加したが、保温

3 )保温 によって両者ともさらに高まり、 TDN含量は無添加の55.011:対し62

ヒ・ニールハウスの内・外て・スタック方式lとよりアンモニア (3%) .7乾物%であり、 TDN摂取量は無添加の24.4!と対し43.3g /Kgo.75 / 

処理して保温の効果巻調べた。 日であった。以上!I:より、保温する乙とでアンモニア処理の効果がよ

2 )、 3)の材斜についてめん羊による消化誌験を行った。 り顕著となる乙とを認めた。

【結果】

1 )水分合量

水分が増すにつれ窒素含量、セルラーゼ分解率とも高まったが、窒

40 オーチヤードグラスなよびベレニア Jレライグラス草地vc;1:，>ける育成雌子羊の体重変化

北守 勉・斉藤利朗・吉田 悟(滝川畜試)

目的 放牧育成雌子羊の発育K訟よほす影響をイネ科牧草2草 ド区が秋K向って減収傾向を示したのK対しで、ベレニアル区

種Kついて比較した。 は安定した草量を示し、 「秋をさ!?Jの有利性を発揮した。

方法 1973年造成のオーテヤードグラスなよびベレニアノレライ 3) 粗蛋白質含量は各輪換回次ともベレニアル区が上回b、各

グラスの2草地(以下オーテヤード区、ベレニアル区という )VC 輪換回次平均でオーチ fード区11.3%;1:，>よびベレ=アル区18.2

サフオークの離乳雌子羊(平均146日齢)をそれぞれ10頭ずつ %であった。粗繊維含量は逆Kペレニアル区がオーテヤード区

配し、 1985年7月 17 日 ~10月 31 日までの107 日開放牧した。放牧 よb低い傾向を示した。

方法は両区とも K補助飼料左しの昼夜、 2牧区輪換とした。放 4) ベレニアル区の憎体量は、常Kォーテヤード区を上回って

牧頭数の調整は、 15頭の草地不定の予備羊を用意し草地の状態 推移したが、両区とも VC8月中旬~9月上旬 Kかけで停滞がみら

と(VC現存草量を参考K行った。移牧は2草地同時とした。 れた。全期間の増体量は、ォーテヤード区5.5kgVC対してベレ

結果 1) オーチ守一ド区なよびベレニアノレ区とも VC2牧区輪換 ニアノレ区は13.3kgと左 b、ォーチヤード区を1%水準で有意K

Kよb各牧区3回ずつの利用を行った。 1牧区当bの平均滞牧日 上回った。

数は17.8日であった。 ha当b延放牧頭数は、ォーテヤード区 5) 腰角幅、尻長を除(5部位でベレ=アル区VC;1:，>ける伸びがオ

1210頭bよびベレニアル区1385頭でペレzアノレ区が175頭多か ーテヤード区を上回った。特K体長の伸びはベレニアル区VC;1:，> 

った。 いで顕著であった。

2) 放牧草地の植生割合は、ォーチ守一ド区なよびベレエアル区 以上の結果、 7月以降VC;1:，>ける離乳雌子羊の育成を目的とし

とも Kその優占草は90%以上で推移した。 10a当 b現存草量は各 た放牧Vては、夏以降草量が比較的安定し、高蛋白、低繊維のベ

輪換回次平均でオーチヤード区303句会よびベレニアル区392kg レニアルライグラスが有望と考えられる。

でベ V.ニアノレ区が29.1%上回った。輪換回次別ではオーテャー
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41 イネ科牧草における粗蛋白質の含量、消化率および可消化量の相互関係

北海道立中央農業試験場

目的:粗飼制中の粗蛋白質の含量 (X)、消化

率、可消化量 (DCP)との関係については 1950年

代 lζ 多くの検討がなされている。含量 (X %)と

消化率 (YX)とのb聞には y=a+ bx(M CDONALD 

1957)J= a(X-5) (円TCHELL:1942、FORBES:1950、

R EID;1952)、y=a+ blogX (G LOVER:1957)、

y= a+ bx+ C logX (H OLTER:1959)等の報告が

ある。

含量 (X)と可消化量 (YDCP%)との闘には一

次回帰・式がよくあてはまり、向DAMS の回帰式

とよばれている HOLTERと RELDの YDCP=-3.48

+0.929Xなどカtある。

今回は自由採食下でめん羊を用いた生草の

消化試験から得た成績から、乙れらの相互関

係争調べた。

方法:滝川畜産試験渇で調べたオ チヤード

グラス 102点、チモシー 17点、ぺレニアルラ

イグラス 17点の合計 136点の結果を用いた。

結果:各草種と全体の含量、消化率、可消化

量の平均値はそれぞれ、オーチヤードグラス

13 .2、 63、 8.8、チモシー: 10.1、 60、 6.1、

ペレニアルライグラス: 16.4、 70、 11.7、全

体: 13.3、 64、 8.8であった。

石栗敏機

含量 (X)と消化率 (Y)との聞には全体で、 Y=

90.9-320.7/X( r = 0.948) また、 y=一 11.2 

+68.21ogX (r=0.925) が得られた。

含量と可消化量(Y DCP)との関 lと は全体で

Y = - 3.20 + 0.908X (r= 0.995、seO.39)

が得られた。可消化量を含量で割ると消化率

になる乙とから、乙の式から Y 消化率=90.8 

- 320/ X となる。

前記の含量の逆数を用いて推定した回帰式

と一致した。蛋白質の含量 (X)と消化率 (Y) 

との聞には Y = a+b/xの回帰式があてはまっ

た。

イネ科牧草中粗蛋白質 3.5%で消化率、 D

c p含量ともに O となり、粗蛋白質 10%まで
は急速に消化率は上昇し、その後、ゆるやか

になり、この試験の成績中 t.::消化率 80%以上

の牧草はなかった。

42 反沼胃内における粗飼料の繊維消化と Nおよび 0101分解との関連

Oi'lJ 建新・ J丘正案誠・関恨純 日1~ ・大久保 11: 彦・朝 !1111 康』司 (北大良)

目的:先に、反忽腎内微生物への窒素供給とエネルギー供給が飼

料の消化率および利用効率に大きく寄与するととと、飼料録取量

は全消化管での繊維区分の消化率および可消化繊維の割合とは関

係なく、繊維区分の反忽胃内での消化速度とはEの相関関係があ

るととを明かにした(日畜78回大会、同道支部40、41回大会)。

そとで、今回は、反担胃内での繊維消化と反g胃内微生物八のN

供給およびエネルギー供給との関連について検討を行なった。

方法:Jレーメンカニューレを装着した3顕の雄成羊を用いて、ナ

イロンパック訟により反忽胃内における飼料のN分解およびOM分

解を測定した。供試飼料は2種類のオーチヤードグラス乾草(穂

ばらみ期刈取:回および開花初期刈取:ul)および稽わら (RS)

であった。試験は3X3のラテン方格訟により、各期2週間の予

備期間の後にナイロンパックでの測定を実施した。羊には測定飼

料と同ーのものを 5cmの長さに細切して自由摂取させた.また、

繊維消化については前回の結果(日畜78回大会、 1986) を用いた.

結果:1)各飼料とも、ナイロンパックからのNと 0101消失率に大

きな差がみられなかった。一方、各時間の消失率とも、問、印、

RSの順に低くなった。 24時間でのNおよび 0101消失率はそれぞれ.

印 65，60; LH 55， 53; RS 40， 37 %であった。

2)通過速度を考慮して算出した蛋白質の有効分解度は.それぞれ、

問 57.4， LH 46. 1， RS 40.2 "で、 0101の分解度は、それぞれ、

四 50.9， LH 44. 1， RS 42.目見となり、 Nおよび 0101の分解度の

いずれも町、日、問の頗に低くなった。

3)反容腎内微生物八のN供給およびエネルギー供給の指視として

算出した 0101分解量仏政淵)に対するN分解量 (RDN)の比率を求

めたととろ、回、 LH、RSでそれぞれ 26、17、8g/kgであり、い

ずれも微生物体N合成効率の基準値 (32glkg A氏湖、組C，1984)

より低くなっていた。

4)可消化繊維の消化速度定数は、 Nおよび OMの消失率あるいは

分解度と関係なく、 R聞IADOMとは有意な正の相関にあった。
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43 高水分ビッグベール乾草の収納方法および堆積方法がくん炭化の発生に及ぼすJa響

0戸苅釘邸，止ま崎康裕，花田正明，上村俊一，坂東健(根釧農試〉 石田亨〈天北農試〉

目 的 . .道東地方において、近年省力的な乾草調製機械

としてビッグベーラが急速に普及してきているが、調製時

期の天候不順により乾燥不十分での梱包を余儀なくされ発

絡する場合が多く、蓄勲効果も大きいためにくん炭化が多

発の傾向にあり問題となっている。本試駁ではこうした条

件下で調魁される高水分ビッグベール乾草の、くん炭化を

軽減するための収納・堆積方法について検討を行った。

方 法 :チモシー主体2番草を用い、目標水分35%の高

水分ビッグベールを調製し、即時収納区と舎外仮置後収納

区を設け、吹妓き D型草舎内に1984年は様積み、 1985年は

縦横みで3段391J:I謹積に収納した。また、目標水分20%以

下の低水分ビッグベールを同様に即時収納し、対照区とし

た。舎外仮置ベールは約 1カ月後に堆積収納し、いずれの

処理区とも闘製後の品温変化を観削した。調製後2--3カ

月で各堆積を順次開封し、廃棄率およびくん炭化の発生状

況などについて調査を行った。

結 果 : i高水分横積み即時収納区では収納直後の品温上

昇が著しく、調製後10--14日目で中心最高品温81
0

Cを記録

した。これに伴い堆積中心部の10%程度が黒褐色に、周囲

の大部分が鴻褐色~褐色になりくん炭化した。また、ベー

ル銭触面では内部に比してくん炭化の程度が高く、より蓄

熱しやすい傾向が示された。一方、重函鵬収納豆忍は

品温よ昼主主主えt13、調製後7日目で中心轟高品温61"c 

にとどまり、後半の品温降下も速やかであった。くん炭化

発生状況も、これを反映して横積み収納時に比べ軽度であ

り、ベール按触函での蓄熱も内部と大差ない様子が観察さ

れた。要s_l&納前の舎外仮置tζ去る放熱措置をyぐ』ん炭化の

軽減皇賞型1:'あ竺ーたち一里置期間中1 0)堕璽等:_q，)~1沼皇室吐、
1.985年は特に自カピ1こよる廃棄音質分が著ーしく増加ーレた。低

水分の対照区では品温上昇はほとんど認められず、 1984年

の横積み区で淡黄色になったものの、くん炭化は見られな

かった。また、一般成分については、くん炭化に伴う大き

な変化は認められなかった。 F以主型結果から、高水分ビッ

グ‘広三Jk乾草のく，んJ炭化を緩和ーするためにはふ観積みや全

性仮置などの措置による熱・水分の放散が有効であること

が示されたが、一貫で旬カビによる廃棄率場加が問題点と

して挙げられ、制菌剤の添加にコいでも若干の検討を加え

た。
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1. 昭和61年第 1回評議員会

5月10目白，北大農学部において，支部長，

副支部長，評議員18名，監事 2名，幹事 2名が

出席して聞かれたo

(1) 昭和60年度庶務報告，会計報告(別紙 1) 

および会計監査報告が承認された。

(2) 昭和61年度事業計画，予算案(別紙2)が

承認された。事業計画の概要は以下の通りであ

る。

①支部大会:本年度の支部大会(第42回大

会)は道立滝川畜産試験場が運営主体となって

10月3日(金)滝川市文化センターで開催するこ

とが決定した。一般講座，総会を行う予定。特

別講演.懇親会およびその他詳細については事

務局と滝川畜試で協議決定する。

②支部会報?第29巻第 1号(支部大会講演

要旨集. 9月発行)および第 2号(解説的総説

集， 3月発行)を発行する。

(3) 支部評議員の補充:退職，転勤に伴って，

評議員の一部交代，補充を次のように決定した。

八戸芳夫，針生程吉，南松雄，小崎正勝，奥

村純一，今岡久人，首藤新一氏に代って，斉藤

善一(北大農)，宍戸弘明(北農試)，斉藤亘

(天北農試)，岩淵晴郎(根釧農試)，平山秀介

(中央農試)，小林荘司(道庁農務部)，近藤

知彦(ホクレン)の各氏に残任期間(昭和62年

3月31日〉の支部評議員を依頼することにし

。
た

(4) 次期役員選考小委員会:今年度総会におい

て決定する次期役員(支部長，副支部長，評議

報 全ヒ
Eコ

員及び監事と日本畜産学会評議員:任期:昭和

62年4月1日から 2年間)の改選に当り，役員

を推薦する選考小委員会を発足することが承認

された。尚委員会の構成については支部長が選

五;。

(5) その他

イ)支部大会一般講演の講演要旨集のオフセ

ット印刷:校正業務の簡易化と印刷経費の節約

のために，支部会報第 1号の一般講演要旨部分

をオフセ、y ト印刷することが，事務局から提案

され承認された。

ロ)名誉会員の推薦:支部長より八戸芳夫会

員を名誉会員に推薦することが提案され承認さ

れた。

ハ)今年度の支部賞推薦は 1件もなく，した

がって，今年度の支部賞該当者なし。

2. 北海道支部の日本畜産学会正会員数と評議

員の推薦数

昭和61年4月1日現在の北海道支部の日本畜

産学会正会員数は 208名で，昭和62，63年度評

議員11名(現在10名)の推薦依頼が日本畜産学

会よりあった。

3. 会員の現状

昭和61年8月1日現在の会員数は以下の通り。

名誉会員 7名

正会員 427名

賛肪会員 41団体

会報定期講読者 21名
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別紙 1
昭和60年度日本畜産学会北海道支部会計報告

(自 60年 4月 1日至61年 3月 31日)

収入の部
般 ム

玄 計

項 目 60年度予算額 60年度決算額 増 減 備 考

~ 費 1，185.000 1.230.800 45.800 正会員 841.000 

「定期購読料
賛助会員 3 8 9.8 0 O' (42団体 78口〕

20，000 44，000 24，000 

本会交付金 40，000 40，000 。
会報売上金 11，000 5，500 ム 5，500 

広告掲載料 300，000 290，000 ム 10，000 59年度未納分 80，0.00円を含む

銀行利子 2，000 6，376 4，376 

別年度繰越金 915，857 915，857 。
l口h 計 2.473β57 2.532.533 58.676 

支出の部

項 目 60年度予算額 60年度決算額 増 減 備 考
印 席。 費 1，366，500 1，267，700 ム 98，800 会報 27巻第 2号 301，500 

会報 28巻第 1号 564，000 

会報 28'巻第 2号 380，000 

大会案内等 22，200 

支部大会費 80，000 80.000 。
支部長連絡会議
出席旅費補助 90，000 90，000 。(但し昭和 59年度未払分 45，000円を含む)
謝 金 185，000 165，000 ム 20，000 特別講演 20，000 

原稿執筆(6編)120ρ00(59年度未払3編分蛤む)1
発送事務 20，000 

賞状作成 5，000 

幹事旅費 48，000 49，000 1，000 

ぷ~ 議 費 36，000 18，288 ム 17，712 第 1回評議員会，第 2回評議員会

通 信 費 1 70，000 178，380 8，380 

事務用品代 30，000 9.140 ム 20.860 

振替手数料 15，000 10'，120 ム 4，8 8 0 

雑 費 5，000 。ム 5，000 

予 備 費 448，357 。ム 448，357
lロh 計 2，4 73β57 1，867，628 /::， 606，229 

収入合計 2.532，5 32 

支出合計 1，867，628 

差 引 664，905 (昭和 61年度へ繰越)

繰越金内訳(銀行 512，917 振替口座 125，810 現金 26，178) 

収入の部

項 目

前年度繰越金

銀行利子

合計

支出の部

項

支部
.4 
ロ

特 計見Ij 4
2
 

備

備目

賞

計 30，000

収入合計

支出合計 30，000 

差 引 1，269，900 (昭和 61年度へ繰越)

繰越金内訳(貸付信託 1，160，000 普通預金 109，900) 

po 
qa 



別紙 2
昭和61年度日本畜産学会北海道支部予算(案)

取入の部
般 ム

冨 計

項 目 61年度予算額 備 考

左ヨミ』 議 1，1 90，000円 正会員 800，000(400人X2，000)、賛助会員 390，000(42団体78口)

定期購読料 20，000 (10人X2，000) 

本会交付金 40，000 

会報売上金 11，000 (1，100X10，バラ売り)

広告掲載料 200，000 (但し 60年度未納分 30，000円を含む)

銀 行 矛リ 子 3，000 

前年度繰越金 664，905 

-@- 計 2，1 28，905 

支出の部

項 目 6 1年度予算額 備 考

印 席。 費 1，1 15，000 会報:No. 1 6 0 0，0 0 0 (但し広告製作費 50，000円を含む)
会報 :No.2 500，000 
事務印刷 15，000 (大会案内等)

支部大会費 80，000 

支部長連絡会議出席

旅費補助 45，000 

謝 金 130，000 特別講演 20，000、原稿執筆 (4編)80，000 

発送事務、その他 30，000

ぷヨコ』Z 議 費 36，000 第 1回並びに第 2回評議員会

幹 事 旅 費 38，200 (19，100X2名)

通 信 費 1 70，000 

事務用品費 30，000 

振替手数料 15，000 

雑 費 5，000 

予 備 費 464，707 

メロ斗 計 2，128，905 

特
収入の部

項 目 61年度予算額

前年度繰越金 1，269，900 

銀 行 来日 子 60，000 
メロ』 計 1，329，900 

支出の部

項 目 61年度予算額

支 部 A員... 。
iロb、 計 。

見IJ ム一
A 計

備 考

備 考

1，329，900-0 =1，329，900 

収入支出 次年度へ繰越

-37-



(昭和 61年 8月1日現在)

日本畜産学会北海道支部会員名簿

名 誉 ム
宮 員

氏 名 郵便番号 住 所

伊藤 安 060 札幌市中央区北2条西 13丁目

0 三田村健太郎 065 札幌市東区北 30条東 20丁目 2-3 0 

0 大原久友 064 札幌市中央区北 1条西 26 

0 高松三守 063 札幌市西区手稲宮の沢41 1 -6 4 (山本方)

0 島倉亨次郎 001 札幌市北区麻生町 1丁目 7の8

0 広瀬可恒 060 札幌市中央区北 3条西 13丁目チュリス北 3条 702号

0 先本勇吉 064 札幌市中央区南 11条西 13丁目

正 ム
宮 員

0印は日本畜産学会正会員

A 

氏 名 動 務 先 郵便番号 勤務先所在地

阿部英則 道立滝川畜産試験場 073 滝川市東滝川 735

0 阿部光雄 酪農学園大学 069-01 江別市文京台緑町 582-1

0 阿部 登 道立滝川畜産試験場 073 滝川市東滝川 735

0 安達 篤 北農試草地開発部 061-01 札幌市豊平区羊ケ丘 1

安達 博 大雪地区農業改料普及所 071-02 上川郡美農瑛協町内中町2丁目 2
美瑛町

0 安藤功一 酪農学園大学 069ー01 江別市文京台緑町 582-1

安達道雄 北海道立農業大学校 089-36 中川郡本別町西仙美里 25-1

安藤 貞 帯広畜産大学 080 帯広市稲田町

安藤 哲 北農試畜産部 061-01 札幌市豊平区羊ケ丘 1

0 安宅一夫 酪農学園大学 069-01 江別市文京台緑町 582-1

相田隆男 道立中央農業試験場 069-13 夕張郡長沼町東6線北 15号

秋田三郎 雪印種苗中央研究農場 069-14 夕張郡長沼町幌内 1066

雨野和夫 089-01 
上川郡清水町北 2条8丁目 7番地

(自宅)

有賀秀子 帯広畜産大学 080 帯広市稲田町

0 朝日田康司 北大農学部 060 札幌市北区北 9条西 9丁目
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B 

C 

D 

E 

F 

G 

H 

氏 名

浅野昭三

朱田幸夫

0 坂東 健

0 長南隆夫

0 出村忠章

出岡謙太郎

堂腰 京市

土門幸男

榎本博司

ファーディナント・夕、エン

藤本秀明

藤田 保

0 藤田 裕

深瀬公悦

福永和男

古村圭子

0 古谷政道

後藤房雄

五ノ井幸男

八田忠雄

長谷川富夫

長谷川信美

花田 正明

播磨敬三

橋立賢二郎

橋本善春

0 秦 寛

0 服部昭仁

林 満

勤 務 先

北農試畜産部

八雲町農協

道立根釧農業試験場

道立衛生研究所

十勝中部地区農業改良普及駐所
芽室在所

道立新得畜産試験場

宗谷生産農協連

十勝西部地区農業改新良普及駐所
得町在所

帯広畜産大学

雪印種苗中央研究農場

道立根釧農業試験場

帯広畜産大学

雪印種苗別海工場

帯広畜産大学

帯広畜産大学

道立北見農業試験場

北留萌地区農業改良普及所

道立根釧農業試験場

道立根釧農業試験場

十勝農協畜産指導課

土谷特殊農機具製作所

道立根釧農業試験場

十勝東北部地区農業陸別改良普及所
町駐在所

道立根釧農業試験場

北大獣医学部

道立滝川畜産試験場

北大農学部

北農試草地開発第 1部
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郵便番号 勤務先所在地

061-01 札幌市豊平区羊ケ丘 1

049-31 山越郡八雲町

086-11 標津郡中標津町桜ケ丘

060 札幌市北区北 19条西 12丁目

082 河西郡芽室町東 2条 2丁目

081 上川郡新得町

098 稚内市大黒2丁目 3-14 

081 上川郡新得町字新得本通り南4丁目

080 帯広市稲田町

069-14 夕張郡長沼町幌内 1066

086-11 標津郡中標津町桜丘 1

080 帯広市稲田町

086-0'3 野付郡別海町中西別 192

080 帯広市稲田町

080 帯広市稲田町

099-14 常日郡訓子府町弥生

098-33 天塩郡天塩町字川口

086-11 標津郡中標津町桜ケ丘 1

086-11 標津郡中標津町桜ケ丘 1

080 帯広市西3条南7丁目

080-24 帯広市西 21条北 1丁目

086-11 標津郡中標津町桜ケ丘

089 足寄郡陸別町東 1条 役場内

086-11 標津郡中標津町桜ケ丘 1

060 札幌市北区北 18条西 9丁目

073 滝川市東滝川 735

060 札幌市北区北 9条西 9丁目

061-01 札幌市豊平区羊ケ丘



氏 名 勤 務 先 郵便番号 勤務先所在地

原 恒lロ王 dゴI2=.、 道立新得畜産試験場 081 上川郡新得町

原田 要 092 
網走郡美幌町宇野崎13番地4の06

自宅)

0 左 久 帯広畜産大学 080 帯広市稲田町

東 善行 北里大学八雲牧場 049-32 山越郡八雲町上八雲 751

秀 和利 北根室地区農業改良普及所 086-11 標津郡中標津町東 5条北 3

東原 徹 芽室デカルプ種鶏場 082 河西郡芽室町元町

0 日 品 智 帯広畜産大学 080 帯広市稲田町

平林清美 釧路西部地区農業改良普及所 088-03 白糠郡白糠町東 1条北 1丁目

平賀即稔 061-01 
札幌市豊平区東月寒2-18-7-67

(自宅)

平井綱雄 道立新得畜産試験場 081 上川郡新得町

平賀武夫 酪農学園大学 069-01 江別市文京台緑町 582

平野将魁 士別地区農業改良普及所 095 士別市南町東 1区

0 平尾和義 酪農学園大学 069-01 江別市文京台緑町 582

平沢一志 雪印種苗中央研究農場 069-14 夕張郡長沼町幌内 1066

0 平山秀介 道立中央農業試験場 069-13 夕張郡長沼町東 6線北 15号

本堂 勲 十勝家畜保健衛生所 089-11 帯広市川西町基瀬 59-6 

0 干場信司 北大農学部 060 札幌市北区北 9条西 9丁目

細野信夫 道立新得畜産試験場 081 上川郡新得町

I 。市川 舜 酪農学園大学 069-01 江別市文京台緑町 582

市岡幸治 遠別農業高校 098-35 天塩郡遠別町北浜町一11(自宅)

五十嵐惣ー 斜網中部地区農業改良普及所 093 網走市北 7条西 3丁目

五十嵐義任 北海道軽種馬トレーニング冶ンター 055 沙流郡門別町字富川町 76 -1 

池浦靖夫 全酪連釧路事務所 084 釧路市新富士町 101の2

池田 勲 北留萌地区農業改良普及所 098-33 天塩郡天塩町字川口 1465

0 池滝 孝 帯広畜産大学 080 帯広市稲田町

池添博彦 帯広大谷短大 080 帯広市西 5条南 20丁目

今井禎男 中後志地区農業改良普及所 044 虻田郡倶知安町旭 57 -1 

井上錦次 酪農学園大学 069-01 江別市文京台緑町 582

井上詳介 雪印乳業株式会社 065 札幌市東苗穂町 6丁目 1-1 

井下秀之 089-54 中川郡豊頃町大津(自宅)
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氏 名 勤 務 先 郵便番号 勤務先所在地

井芹靖彦 十勝東北部地区農業陸改良普及在所
別町駐所

089-43 足寄郡陸別町東 1条 役場内

入沢充穂 北海道肉用牛協会 060 
札幌市中央区北 4条西 1丁目

北農別館

0 石田 亨 道立天北農業試験場 098-'-57 枝幸郡浜頓別町緑ケ丘

石田 義光 日高西部地区農業改良普及所 055-01 沙流郡平取町本町

0 石栗敏機 道立中央農業試験場 069-13 夕張郡長沼町東 6線北 17号

0 伊東季春 道立新得畜産試験場 081 上川郡新得町

伊藤憲治 道立天北農業試験場 098-57 枝幸郡浜頓別町緑ケ丘

伊藤鉄弥 十勝北部地区農業改良普及所 080-01 河東郡音更町大通 5丁目

伊藤富男 酪農綜合研究所 060 
札幌市中央区北 3条西 7丁目

酪農センターヒツレ

伊沢久夫 北大獣医学部 060 札幌市北区北 18条西 9丁目

今岡久人 酪農学園大学 069-01 江別市文京台緑町 582

0 岩佐憲二 酪農学園大学 069-01 江別市文京台 582

岩瀬俊雄 ホクレン畜産事業本部 061 札幌市中央区北 4条西 1丁目

岩淵晴郎 道立根釧農業試験場 086-11 標津郡中標津町桜丘 1

和泉康史 道立滝川畜産試験場 073 滝川市東滝川 735

K 椛沢三次 渡島南部地区農業改良普及所 049-11 上磯郡知内町森越 48-196

海江田尚信 全農札幌支所 060 札幌市中央区南 1条西 10丁目

0 梶野清二 道立滝川畜産試験場 073 滝川市東滝川 735

0 釜石重孝 098-55 
枝幸郡中頓別町字中頓別旭台261

(自宅)

亀岡敏彦 開発局釧路開発建設部 085 釧路市武佐 1丁目 8-123

影浦隆一 雪印種苗中央研究農場 069-14 夕張郡長沼町幌内 1066

上出 京市 道立中央農業試験場 069-13 夕張郡長沼町東 6線北 15号

0 金川弘司 北大獣医学部 060 札幌市北区北 18条西 9丁目

金川直人 北海道畜産会 001 
札幌市北区北 10条西 4丁目

畜産会館

0 柏木 甲 北海道オリオン 061-01 札幌市豊平区平岡 306-82

0 柏村文郎 帯広畜産大学 080 帯広市稲田町

0 糟谷 泰 道立上川農業試験場 078-02 旭川市永山 6条 18丁目 302

片 岡文洋 089-21 広尾郡大樹町商和 151 (自宅)

片 山正孝 根釧農業試験場専技室 086-11 中標津町桜ケ丘

片 山秀策 北農試農業物理部 061-01 札幌市豊平区羊ケ丘 1
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氏 名 勤 務 生 郵便番号 勤務先所在地

0 加藤 勲 酪農学園大学 069-01 江別市文京台緑町 582

加藤和彦 道庁農務部 060 札幌市中央区北 3条西6丁目

0 加藤清雄 酪農学園大学 069-01 江別市文京台緑町 582

加藤俊三 空知中央地区農業改良普及所 068 岩見沢市並木町 22 

加藤孝光 プリムローズ牧場 049-31 山越郡八雲町字立岩 182

河部和雄 道立滝川畜産試験場 073 滝川市東滝川 735

河田 隆 北海道立農業大学校 089-36 中川郡本別町西仙美里 25-1

0 川崎 勉 道立新得畜産試験場 081 上川郡新得町

剣持 力 全酪連道北駐在員事務所 096 名寄市西 5条南 7丁目 33-4

木村正行 宗谷中部地区農業改良普及所 098-55 枝幸郡中頓別町 23-2

木村敏男 酪農綜合研究所 060 
酪農センター内

0 菊地政則 酪農学園大学 069-01 江別市文京台緑町 582

菊池誠市 南根室地区農業改良普及所 086-02 野付郡別海町別海新栄町

菊地敏文 (有)広洋牧場 080-23 帯広市八千代町基線 193

0 菊田治典 酪農学園大学附属農場 069-01 江別市文京台緑町 582

0 岸 臭司 道立新得畜産試験場 081 上川郡新得町

0 岸上悦司 北海道開発コ、メナルタント 062 札幌市豊平区月寒東4条 9丁目

北 JII 浩 北大獣医学部 060 札幌市北区北 18条西 9丁目

北守 勉 道立滝川畜産試験場 073 滝川市東滝川 735

北村 健 道庁農政課 060 札幌市中央区北 3条西 6丁目

小林道臣 美幌町役場 092 網走郡美幌町

小林亮英 北農試草地開発第 1部 061-01 札幌市豊平区羊ケ丘 1

小林荘司 道庁農務部 060 札幌市中央区北 3条西 6丁目

小出 修 北海道生乳検査協会 060 
札幌市中央区北 3条西 7丁目

酪農センター

小池信明
渡島北部地区農業改良普及所

049-35 山越郡長万部町 450 農協内
長万部駐在所

小池寿男 北大獣医学部 060 札幌市北区北 18条西 9丁目

小泉 徹 道立滝川畜産試験場 073 滝川市東滝川 735

小島律夫 ホクレン畜産生産部 060 札幌市中央区北 4条西 1丁目

小崎正勝 北海道畜産会 001 札幌市北区北 10条西 4丁目

0 小竹森訓央 北大農学部 060 札幌市北区北 9条西 9丁目
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氏 名 勤 務 先 郵便番号 勤務先所在地

0 小山 久一 酪農学園大学 069-01 江別市文京台緑町 582

古川 修 雪印種苗中央研究所 069-14 夕張郡長沼町幌内 1066

0 近藤敬治 北大農学部 060 札幌市北区北 9条西 9丁目

近藤邦広 北海道軽種馬振興公社 001 
札幌市北区北 10条西4丁目

北海道畜産会館

0 近藤誠司 北大農学部 060 札幌市北区北9条西 9丁目

近藤知彦 ホクレン畜産事業本部 060 札幌市中央区北 4西 1丁目

久保田隆司 函館地区農業改良普及所 040 函館市昭和4丁目 42-40

朽木太一 空知東部地区農業改良普及所 079-04 滝川市江部乙町東 11丁目 5-3

0 工藤規雄 北大獣医学部 060 札幌市北区北 18条西 9丁目

工藤卓二 道立新得畜産試験場 081 上)11郡新得町

0 工藤吉夫 北農試畜産部 061-01 札幌市豊平区羊ケ丘1

熊野康隆 北海道生乳検査協会 060 
札幌市中央区北 3条西 7丁目

酪農センター

0 熊瀬 登 帯広畜産大学 080 帯広市稲田町

0 黒沢弘道 道立新得畜産試験場 081 上川郡新得町

黒沢敬三 黒沢酪農圏第二農場 069-11 千歳市新川 826-3

畔柳 正 北里大学八雲牧場 049-32 山越郡八雲町上八雲 751

草刈秦弘 上川北部地区農業改良普及及駐所所在 098-28 中川郡中川町字中川 中川農協内
中川町 所

桑原英郎
上川中央地区農業改良普 078-17 上川郡上川町南町 町役場内

上川町駐在所

L 霊U 建新 北大農学部 060 札幌市北区北 9条西 9丁目

M 前川裕美 雪印種苗紛 062 札幌市豊平区美園 2条 1丁目

0 前田善夫 道立中央農業試験場 069-13 夕張郡長沼町6線北 15号

蒔田秀夫 道立滝川畜産試験場 073 滝川市東滝川 735

牧野順弘 酪農業 069-14 夕張郡長沼町幌内

真鍋照彦 十勝中部地区農業改良普駐及所在 082 
河西郡芽室町東 2条 2丁目

芽室 所 役場内

桝田清憲 帯広畜産大学 080 帯広市稲田町

松原 守 雪印種苗中央研究農場 069-14 夕張郡長沼町幌内 1066

松田俊幸 空知中央地区農業改良普及所 068 岩見沢市並木町 22 

松井茂晴
十勝中部地区農業改良普駐及所

幕別町在所
089-06 中川郡幕別町本町幕別役場内

0 松井幸夫 酪農学園大学 069-01 江別市文京台緑町 582

松井武志 幌呂農業協同組合 085-11 阿寒郡鶴居村幌呂
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松村 耽 061-24 
札幌市西区手稲富丘3条 3丁目

(自宅)

松永光弘 十勝北部地区農業改良普及所 080 河東郡音更町大通 5丁目

0 松岡 栄 帯広畜産大学 080 帯広市稲田町

三上 勝 酪農学園大学 069-01 江別市文京台緑町 582

。三上正幸 帯広畜産大学 080 帯広市稲田町

三上 昇 北農試草地開発第 1部 061-01 札幌市豊平区羊ケ丘 1

O 三河勝彦 北大農学部 060 札幌市北区北 9条西 9丁目

三品賢二 石狩南部地区農業改良普及所 061-13 恵庭市松島仲町 282

三枝 章 鹿追町役場 081-02 河東郡鹿追町東町 1丁目 15 

三谷宣充 道立中央農業試験場 069-13 夕張郡長沼町東6線北 15 

0 三浦弘之 帯広畜産大学 080 帯広市稲田町

三浦俊一 東紋西部地区農業改良普及所 099-04 網走郡遠軽町大通北 1丁目

三浦祐輔 ホクレン畜産生産部 060 札幌市中央区北 4条西 9丁目

O 三好俊三 帯広畜産大学 080 帯広市稲田町

湊 彪 064 
札幌市中央区南 9条西 20丁目

(自宅)

0 峰崎康裕 道立根釧農業試験場 086-11 標津郡中標津町桜ケ丘 1

0 南橋 昭 道立新得畜産試験場 081 上川郡新得町

水谷貞夫 石狩中部地区農業改良普及所 069-01 江別市大麻元町 154-4

0 光本孝次 帯広畜産大学 080 帯広市稲田町

宮本正信 東胆振地区農業改良普及所 054 勇払郡鵡川町文京町 1丁目 6番地

0 宮本 進 北農試畜産部 061-01 札幌市豊平区羊ケ丘 1

宮下昭光 北農試草地開発第 1部 061-01 札幌市豊平区羊ケ丘 1

0 宮谷内留行 北農試畜産部 061-01 札幌市豊平区羊ケ丘 1

宮内 一典 ホクレン事業本部 061 札幌市中央区北 4条西 1丁目

0 宮崎 7c 道立滝川畜産試験場 073 滝川市東滝川 735

宮沢香春 北農試草地開発第 1部 061-01 札幌市豊平区羊ケ丘 1

南 松雄 道立十勝農業試験場 082 河西郡芽室町新生南 9線 2番地

門前道彦 北海道ホルスタイン協会 001 札幌市北区北 15条西 5丁目

0 森 清一 道立新得畜産試験場 081 上川郡新得町

森寄七徳 道立滝川畜産試験場 073 滝川市東滝川 735
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0 森田潤一郎 北大農学部 060 札幌市北区北 9条西9丁百

0 森田 茂 酪農学園大学 069-01 江別市文京台緑町 582

0 森津康喜 酪農学園大学 069-01 江別市文京台緑町 582

森脇芳男
十勝東部地区農業改良普及所

089-56 
十勝郡浦幌町新町 15 -1 

浦幌町駐在所 農業会館内

0 諸岡敏生 北大農学部 060 札幌市北区北 9条西 9丁目

村山 三郎 酪農学園大学 069-01 江別市文京台緑町 582

N 長野 広 十勝東北部地区農業改良普及所 089-37 
足寄郡足寄町北 1条4丁目

足寄役場内

長野昭次郎 東胆振地区農業改良普及所 054 勇払郡鵡川町文京町 1丁目 6

長沼 勇 十勝中部地区農業改良普及所 080 
帯広市東3条南3才目

十勝合同庁舎内

長沢 滋 十勝南部地区農業改良普及駐所
広尾在所

089-24 広尾郡広尾町字豊似市街

永幡 肇 酪農学園大学 069-01 江別市文京台緑町 582

永山 洋 斜網中部地区農業藻改良普駐及所在所
東琴村

099-32 網走郡東藻琴村 360

0 中川忠昭 標茶町営多和育成牧場 088-31 川上郡標茶町多和 120の1

中島 実 酪農学園機農高校 069-01 江別市文京台緑町 582

中村克己 道立天北農業試験場 098-57 枝差郡浜頓別町緑ケ丘

中村義一 日本甜菜製糖紛清川農場 080 帯広市清川町

中村洪ー 052 伊達市梅本町 33 (自宅)

中田悦男 十勝東北部地区農業陸別改町良駐普及在所所 089 足寄郡陸別町東 1条役場内

中田和孝 自営 069 江別市大麻182

中辻浩喜 道立新得畜産試験場 081 上川郡新得町

並川幹広 十勝東北部地区農業改良普及所 089-37 
足寄郡足寄町北 1条4丁目

0 波岡茂郎 北大獣医学部 060 札幌市北区北 18条西 9丁目

0 楢崎 鼻 酪農学園大学 069-01 江別市文京台緑町 582

0 根岸 孝 帯広畜産大学 080 帯広市稲田町

新名正勝 道立新得畜産試験場 081 上川郡新得町

0 新山雅美 酪農学園大学 069-01 江別市文京台緑町 582

0 新田 一彦 061-01 
札幌市西区山の手6条4丁目 2-26

(自宅)

0 仁木良哉 北大農学部 060 札幌市北区北 9条西 9丁目

西 勲 北海道畜産会 001 
札幌市北区北 10条西4丁目

畜産会館

西部 潤 十勝農協連 080 帯広市西 3条南 7丁目
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西部圭 釧路中部地区農業改良普及所 084 釧路市大楽毛127

0 西村和行 道立根釧農業試験場 086-11 標津郡中標津町桜丘1

0 西邑隆徳 道立新得畜産試験場 081 上川郡新得町

0 西埜 進 酪農学園大学 069-01 江別市文京台緑町 582

西雪弘光 ホクレン札幌支庖 060 札幌市中央区北 4条西 1丁目

O 野 英一 酪農学園大学 069-01 江別市文京台緑町582

野 口信行 滝ノ上町役場 099-56 紋別郡滝ノ上町旭町

納田瞭裕 十勝東部地区農業改良普及所 083 中川郡池田町西 2条 4丁目

沼田芳明 酪農学園大学 069-01 江別市文京台緑町 582

01 小 JII 伸 西紋西部地区農業改良普及所 098-16 紋別郡興部町新見町

小倉紀美 道立天北農業試験場 098-57 枝幸郡浜頓別緑ケ丘

0 小野 斉 帯広畜産大学 080 帯広市稲田町

小野瀬 勇 088-23 川上郡標茶町新栄町(自宅)

小関忠雄 道立滝川畜産試験場 073 滝川市東滝川 735

越智勝利
北海道家畜改良事業団

062 札幌市豊平区月寒東2条13丁目1-12
中央事務所

大場 峻 道庁農務部酪農草地課 060 札幌市中央区北 3条西 6丁目

大林正士 北大獣医学部 060 札幌市北区北 18条西 9丁目

大原益博 道立新得畜産試験場 081 上川郡新得町

大原睦生 道立滝川畜産諒験場 073 滝川市東滝川 735

大橋 忠 雨竜西部地区農業改良普及所 078-22 雨竜郡沼田町南 1条2丁目 8-1 

大居明夫 十勝北部地区農業改良普及所 080-01 河東郡音更町大通 5丁目

0 大久保正彦 北大農学部 060 札幌市北区北 9条西 9丁目

大久保義幸 北留萌地区農業改良普及所 098-33 天塩郡天塩町字川口

大町 良日 080-24 
帯広市西 19条南3丁目 48-4 

(自宅)

0 大森昭治 道立新得畜産試験場 081 上川郡新得町

大本昭弘 ホクレン北見支所 090 北見市とん田東町 617

大西芳広 釧路北部地区農業改良普及所 088-22 川上郡標茶町川上町

大沢貞次郎 北海道競馬事務所 060 
札幌市中央区北 2条西 4丁目

道庁第2別館

0 大杉次男 北大農学部 060 札幌市北区北 9条西 9丁目

0 大泰司紀之 北大歯学部 060 札幌市北区北 11条西 5丁目

大竹則雄 ホグレン事業本部 061 札幌市中央区北4条西 1丁目
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大友勘十郎 北大獣医学部 060 札幌市北区北 18条西 9丁目

0 大浦義教 北海道生乳検査協会 060 
札幌市中央区北3条西 7丁目

酪南農3センター

太田竜太郎 082 
河西郡芽室町東三条 丁目

(自宅)

0 太田三郎 帯広畜産大学 080 帯広市稲田町

0 及川 寛 雪印種苗繍 062 札幌市豊平区美園2条 1丁目

及川 博 十勝農協連畜産部 080 帯広市西 3条南 7丁目

岡 一義 南根室地区農業改良普及所 086-02 野付郡別海町新栄町

0 岡田迫徳 道立衛生研究所食品化学部 060 札幌市北区北 19条西 12丁目

0 岡田光男 帯広畜産大学 086 帯広市稲田町

。岡本 明治 帯広畜産大学 080 帯広市稲田町

0 岡本全弘 道立滝川畜産試験場 073 滝川市東滝川 735

奥村純 一 全農札幌支所 060 札幌市中央区南 1条西 10丁目

奥村与八郎 上川北部地区農業改良普及所 098-22 中川郡美深町敷島 121

0 尾上貞雄 道立新得畜産試験場 081 上川郡新得町

S 0 寒河江洋一郎 道立新得畜産試験場 081 上川郡新得町

斉藤英夫 089-04 上川郡清水町字旭山 515(自宅)

斉藤久幸 雪印種苗側 062 札幌市豊平区美園 2条 1丁目

斉藤 斉
十勝北部地区農業改士良幌普及所

駐在所
080-01 河東郡士幌2線 159

斉l 藤利治 ホグレン旭川支所 070 旭川市宮下通 14丁目右1号

斉藤利雄 富良野地区農業改良普及所 076 富良野市新富町 3-1 

斉藤利朗 道立滝川畜産試験場 073 滝川市東滝川 735

斉藤 E 道立天北農業試験場 098-5 7 枝幸郡浜頓別町緑ケ丘

0 斉藤善一 北大農学部 060 札幌市北区北 9条西 9丁目

酒井辰生 南根室地区農業改良普及所 086-02 野付郡別海町別海新栄町

酒井義広 端野町農協試験場 099-21 常日郡端野町

桜井 允 大高酵素 001 札幌市北区北 19条西 3丁目

0 鮫島邦彦 酪農学園大学 069-01 江別市文京台緑町 582

佐渡谷裕朗 日本甜菜製糖側農事研究所 080 帯広市稲田町

佐野信一 道立新得畜産試験場 081 上川郡新得町

0 佐々木 博 静修短期大学 061-'01 札暁市豊平区清田 153ー799
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氏 名 勤 務 先 郵便番号 勤務先所在地

佐々木久仁雄 ホクレン技術普及課 060 札幌市中央区北4条西 1丁目

佐々木道雪
桧山南部地区農業改良普及所 043-14 奥尻郡奥尻町字奥尻

奥尻町駐在所

佐藤文俊 十勝農協連営業部畜産指導課 080 帯広市西3条南7丁目

佐藤 博 北農試畜産部 061-01 札幌市豊平区羊ケ丘 1

0 佐藤邦忠 帯広畜産大学 080 帯広市稲田町

佐藤 実 渡島北部地区農業改良普及所 049-31 山越郡八雲町富士見町 130

佐藤 静 広尾町農業協同組合 089-24 広尾郡広尾町豊似市街

佐藤正三 釧路西部地区農業改良普及所 088-03 白糠郡白糠町東 1条北4丁目

佐藤正三 道立北見農業試験場 099-14 常目郡訓子府町字弥生52 

佐藤幸信 道立新得畜産試験場 081 上川郡新得町

佐藤良樹 道立新得畜産試験場 081 上川郡新得町

0 笹野 貝 北海道生乳検査協会 060 
札幌市中央区北 3条西 7丁目

酪農センター

0 関根純二郎 北大農学部 060 札幌市北区北 9条西 9丁目

千田 勉 岩見沢市幌向南3条 1丁目

背戸 陪 西紋東部地区農業改良普及所 094 紋別市幸町6 支庁総合庁舎内

0 四之宮重穂 北海道家畜改良事業団 063 札幌市西区山の手7の7 (自宅)

嶋 功 062 
札幌市白石区本通 10丁目南7-8

(自宅)

0 島崎敬一 帯広畜産大学 080 帯広市稲田町

0 清水 弘 北大農学部 060 札幌市北区北 9条西 9丁目

0 清水良彦 道立新得畜産試験場 081 上川郡新得町

0 新出陽三 帯広畜産大学 080 帯広市稲田町

進藤一典 北海道農協乳業 080-01 河東郡音更町新通 20 -3 

白取英憲
宗谷北部地区農業改良普及所 097 稚内市こまどり 2丁目 2-3 

稚内駐在所

0 宍戸弘明 北農試畜産部 061-01 札幌市豊平区羊ケ丘1

荘司 勇 道立新得畜産試験場 081 上川郡新得町

首藤新一 ホクレン畜産事業本部 061 札幌市中央区北4条西 1丁目

0 曽根章夫 道立新得畜産試験場 081 上川郡新得町

曽 山茂夫 東胆振地区農業改良普及所 054 勇払郡鵡川町文京町 1-6 

須田孝雄 十勝農協連 080 帯広市西3条南 7丁目

0 杉原敏弘 北農試畑作部 082 河西郡芽室町新生
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氏 名 動 務 先 郵便番号 勤務先所在地

0 杉本亘之 道立根釧農業試験場 086-11 標津郡中標津町桜丘 1

杉山英夫 北海道畜産会 001 
札幌市北区北 10条西4丁目

畜産会館内

0 祐川金次郎

0 住田隆文 062 
札幌市南区澄)116条4丁目活6号

澄川コ→ド101号(自宅)

0 鈴木三義 帯広畜産大学 080 帯広市稲田町

鈴木 s悟 宗谷中部地区農業改猿良払普駐及所在所 098-62 宗谷郡猿払村字鬼志別

0 鈴木省三 帯広畜産大学 080 帯広市稲田町

T 田 日 重信 北海道食糧産業側 060 
札幌市中央区北 2条西7丁目

中小企業ピfレ

田村千秋 道立滝川畜産試験場 073 滝川市東滝川 735

田辺安 一 道立新得畜産試験場 081 上川郡新得町

0 田中勝三郎 日本甜菜製糖繍総合研究所 080 帯広市稲田町

田中 正俊 道立滝川畜産試験場 073 滝川市東滝川 735

田中誠治 道庁農務部 060 札幌市中央区北 3条西 6丁目

田中義春 釧路中部農業改良普及所 084 釧路市大楽毛 127

高木亮司 北大農学部附属牧場 056-01 静内郡静内町字御園

高橋潤ー 帯広畜産大学 080 帯広市稲田町

高橋圭二 道立根釧農業試験場 086-11 標津郡中標津町桜ケ丘

0 高橋輿威 北大農学部 060 札幌市北区北 9条西 9丁目

高橋邦男 十勝西部地区農業改良普及所 081-02 
河東郡鹿追町新町 4丁目 51 

鹿追農協内

高橋雅信 道立根釧農業試験場 086-11 標津郡中標津町桜ケ丘 1

高橋 セツ子 酪農学園大学 069-01 江別市文京台緑町 582

高橋 武 道立滝川畜産試験場 073 滝川市東滝川 735

高橋 健 雪印乳業側 065 札幌市東区苗穂町 6丁目 1-1

高橋良平 胆振家畜保健衛生所 059-04 登別市富浦町 4-3

高畑英彦 帯広畜産大学 080 帯広市稲田町

高桑昭典 フジタ製薬繍 073-11 
樺戸郡新十津川中央89-9

(自宅)

高村幹男 道庁開発調整部 060 札幌市中央区北 3条西 6丁目

高野定輔 十勝西部地区農業改良普及所 089-01 上川郡清水町南 1条 1丁目

高尾敏男 北根室地区農業改良普及所 086-11 標津郡中標津町東4条北3丁目

高田義嗣 ホクレン帯広支所 080 帯広市西 3条南 7丁目

竹田芳彦 道立新得畜産試験場 081 上川郡新得町
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氏 名 動 務 先 郵便番号 勤務先所在地

竹花一成 酪農学園大学 069-01 江別市文京台緑町 582

0 竹之内一昭 北大農学部 060 札幌市北区北9条西 9丁目

竹薮昌弘 釧路中部地区農業改良普及所 084 釧路市大楽毛 127

竹内 寛 北海道農業会議 060 札幌市中央区北 3条西 6丁目

武山友彦 l有)東戸蔦生産組合 089-13 河西郡中札内村東戸蔦

滝沢寛禎 道立滝川畜産試験場 073 滝川市東滝川7'35

滝沢 孝 槍山南部地区農業改良普及所 043 槍山郡江差町餓川

丹代健男 北海道畜産会 001 札幌叩r1 0条内 4丁目 l 
畜産会館内

0 谷 口信幸 サツラク農協市乳事業部 063 札幌市西区 24軒 1-5

谷 口隆一 日優ゼンヤク紛 065 札幌市東区北 22条東 9丁目

谷 口哲夫 南根室地区農業改良普及所 086-02 野付郡別海町別海新栄町 4

手島正浩 酪農総合研究所側 060 札幌市中央区北 3条酪西 7丁目
農センター内

寺屋圭一 日高東部地区農業改良普及所 057 浦河郡浦河町支堺町
日高 庁東部総合庁舎内

寺谷敬之 南根室地区農業改良普及所 086-02 野付郡別海町別海新栄町

0 寺脇良悟 帯広畜産大学 080 帯広市稲田町

0 鳶野 保 北農試草地開発第 1部 061-01 札幌市豊平区羊ケ丘 1

0 戸尾旗明彦 北大獣医学部 060 札幌市北区北 18条西 9丁目

0 富樫研治 北農試畜産部 061-01 札幌市豊平区羊ケ丘 1

戸苅哲郎 道立根釧農業試験場 086-11 標津郡中標津町桜ケ丘 1

。所 和暢 道立新得畜産試験場 081 上川郡新得町

徳富義喜
北海道家畜改良事業団

099-14 常呂郡訓子府町駒里 184
北見事業所

富岡康裕 十勝東北部地区農業改良普及所 089-37 足寄郡足寄町北 1条 4丁目

0 豊田修次 雪印乳業札幌研究所 065 札幌市東区苗穂町 6丁目 1-1

土谷 馨 道庁農務部 060 札幌市中央区北 3条西 6丁目

0 塚本 達 道立根釧農業試験場 086-11 標津郡中標津町

恒光 裕 道立新得畜産試験場 081 上川郡新得町

鶴見須賀男 北農中央会 060 
札幌市中央区北 4条西 1丁目

共済ピル

筒井静子 酪農学園大学 069-01 江別市文京台緑町 582

都築軍治 西紋西部地区農業改良普及所 098-16 紋別郡興部町泉町

U 内山誠一 上川北部地区農業改良普及所 098-22 中川郡美深町敷島 121
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氏 名 動 務 先 郵便番号 勤務先所在地

内山寿一 雪印乳業別海工場 086-02 野付郡別海町別海常盤町 249

上村俊一 道立根釧農業試験場 086-11 標津郡中標津町桜ケ丘 1

0 上回純治 北大農学部 060 札幌市北区北 9条西 9丁目

0 上回 義彦 側共済薬事札幌支f;5 060 札幌市中央区南 1条西 25丁目

0 上山英 一 北大農学部 060 札幌市北区北 9条西 9丁目

O 裏 悦次 道立新得畜産試験場 081 上川郡新得町

浦野慎一 北大環境科学研究科 060 札幌市北区北 10条西 5丁目

売場利国 086-06 野付郡別海町美原 22-21 (自宅)

1 0 牛島純 一 酪農学園大学 069-01 江別市文京台緑町 582

鷲田 昭 酪農総合研究所 060 
札幌市中央区北3条西 7丁目

酪条農西センター内

0 渡辺 寛 北海道畜産会 001 
札幌市北区北 10~î!B 4 丁目

畜産会館内

渡辺正雄
浜頓別町北オホーツク

098-57 枝幸郡浜頓別北 3-2
畜産センター

0 山田 渥 道立滝川畜産試験場 073 滝川市東滝川 735

山田英夫 雪印乳業側実験牧場 059-13 苫小牧市植苗 119

山田純三 帯広畜産大学 080 帯広市稲田町

山田 稔 074-12 深川市音江町広里24-A (自宅)

0 山岸規昭 北農試畜産部 061-01 札幌市豊平区羊ケ丘 1

山木南海男 雪印乳業側 065 札幌市東区苗穂町 6丁目 1-1

0 山本裕介 道立新得畜産試験場 081 上川郡新得町

山下一夫 釧路中部地区農業改良普及所 084 釧路市大楽毛 127

0 山下忠幸 帯広畜産大学 080 帯広市稲田町

山崎昭夫 北農試草地開発第 1部 061-01 札幌市豊平区羊ケ丘 1

0 山崎 現 道立滝川畜産試険場 073 滝川市東滝川 735

山崎 勇， 西紋東部地区農業改良普及所 094 
紋別市幸町 6丁目

網字更走支別南庁総2合庁舎内

山崎政治 十勝南部地区農業改良普駐及所 089-15 
河西郡更別村 線 19 

更別在所 更別農協内

山路 康 上川北部地区農業改良普及所 098-22 中川郡美深町敷島 119

家倉 博 朝日牧場 089-17 広尾郡忠類村朝日 211

0 梁川 良 北大獣医学部 060 札幌市北区北 18条西 9丁目

柳町 巌 酪農総合研究所 060 
札幌市中央区北 3条酪農西 7丁目

センター内
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氏 名 勤 務 先 郵便番号 勤務先所在地

柳瀬誠治 ホクレン農業総合研究所 065 札幌市東区北 6条東7丁目

箭原信男 北農試 061-01 札幌市豊平区羊ケ丘 1

安井 正 日高家畜保健衛生所 056 静内町緑町 6-25

0 安井 勉 北大農学部 060 札幌市北区北 9条西 9丁目

横山節磨 酪農学園大学 069-01 江別市文京台緑町

0 横内園生 北農試畜産部 061-01 札幌市豊平区羊ケ丘 1

0 米田裕紀 道立根釧農業試験場 086-11 標津郡中標津町桜ケ丘 1

米道裕弥 道立新得畜産試験場 081 上川郡新得町

米内山昭和 北海学園北見大学 090 北見市北光町 235

0 吉田則人 帯広畜産大学 080 帯広市稲田町

0 吉田 j悟 道立滝川畜産試験場 073 滝川市東滝川 735

吉田慎治 南留萌地区農業改良普及所 077 留萌市高砂町

0 吉岡八州男 雪印乳業側 065 札幌市東区首穂町 6-36

吉村朝陽 渡島北部地区農業改良普及所 049-31 山越郡八雲町富士見町 130

芳村 工 北根室地区農業改良普及所 086-11 標津郡中標津町東4条北3丁目

吉谷川 泰 ホクレン事業本部 061 札幌市中央区北 4条西 1丁目

湯浅 亮 酪農学園大学 069-01 江別市文京台緑町 582

湯汲三世史 日本気象協会北海道本部 064 札幌市中央区北 1条西 23丁目

湯藤健治 道立天北農業試験場 098-57 枝差郡浜頓別町緑ケ丘

0 湯佐孝五 酪農学園大学 069-01 江別市文京台緑町 582
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会報定期購読者

氏 名 勤 務 先 郵便番号 勤務先所在地

安 部 直 重 玉川大学農学部枚場 194 東京都町田市玉川学園 6-1-1

有 ，馬 俊六郎 九州東海大学農学部 869-14 熊本県阿蘇郡長陽村河陽

古 群 浩 東京農工大学 183 東京都府中市幸町 3~5-8

東 洋 生 895-1 
鹿児島県薩摩郡宮之城町山崎

3459-2 (自宅)

伊 達 藤紀夫 和歌山遺伝統計学研究所 643 和歌山県有田郡湯浅町字国 703

ムJ、 泉 英太郎 畜産試験場生理部 305 茨城波農県稲林研敷郡茎崎村池の私台書2箱
筑 究団地内局 5号

石 井 幹 玉川大学農学部 194-0 1 東京都町田市三輪町 31-12(自宅)

寵 回 勝 基 鳥取大学農学部 680 鳥取市湖山町南 4-101

林 泰 男 三重大学農学部 514 津市.上浜町 1515

増 子 孝 義 東京農業短期大学 156 東京都世田谷区桜丘ト1-1

r凸-4 田 保 彦 農業研究センター耕地利用部 305 
茨城県筑波郡谷田部町観音寺

3-1-1 I 

名久井 忠 東北農試草地部 020-01 盛岡市下厨川字赤平4

栗 市己 彦 畜産試験場繁殖部 30'5 茨筑城波農県稲林研敷郡究茎団地崎内村局池の私台書2箱5号

大 谷 滋 岐阜大学農学部 501-11 岐阜市柳戸 1-1

大 森 昭一郎 草地試験場家畜部 329-27 栃木県那須野郡西那須野町 768

四十万谷吉 良E 畜産試験場生理部 305 東茨筑京域波都農県稲林中敷央団郡地茎内崎村池の台2

須 田 久 也 科研製薬紛 103 
区日本局橋本町 3-3

三井本町ビ、ル

鈴 木 徳、 信 273 
船橋市本郷町 507-12-114

(自宅)

堤 義 雄 広島大学生物生産学部 720 福山市緑町 2-17

八 幡 林 芳 中国農試畜産部 694-01 島根県大田市川合町

山 下 良 弘 中国農試畜産部 694-01 島根県大田市川合町

。幹事からのお願い 住所，勤務先等が変りましたら支部幹事宛にご一報下さい。
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賛 助 メ』、
:::z:;;: 名 簿貝

A 
ヨミ 員 名 住郵便番号 所

( 5 口)

ホクレン農業協同組合連合会

雪印乳業株式会社

( 4 口)

ホクレンくみあい飼料

サツラク農業協同組合

( 3 口)

北海道ホルスタイン農業協同組合

明治乳業株式会社札幌工場

全農札幌支所

( 2 口)

旭油脂株式会社

デーリ ン社イ
F守

北 海道家畜改良事業団

北海道農業開発公社

井関農機株式会社北海道支庖

北原電牧株式会社

森永乳業株式会社北海道酪農事務所

MSK東急機械株式会社北海道支社

ニチロ畜産株式会社

日優ゼンヤク株式会社

日本農産工業株式会社北海道支庖

十勝農業協同組合連合会

有限会社内藤ビニール工業所

雪印食品株式会社札幌工場

雪印種苗株式会社

全国酪農業協同組合連合会札幌支所

060 

065 

札幌市中央区北4条西 1丁目

札幌市東区苗穂町 6丁目 36番地

060 

065 

札幌市中央区北4条西 1丁目

札幌市東区苗穂3丁目 40番地

001 札幌市北区北 15条西 5丁目

062 札幌市白石区東札幌1条 3丁目 4

060 札幌市中央区南 1条西 10丁目

078-11 I旭川市東旭川町上兵村 19番地

060 I札幌市中央区北4条西 13丁目

060 札幌市中央区北4条西 1丁目北農会館

060 I札幌市中央区北 5条西 6丁目農地開発センター内

068 岩見沢市 5条東 12丁目

065 札幌市東区北 19条東4丁目

003 札幌市白石区大谷地 227-267

063 札幌市西区発寒6条 13丁目 1-48

063 札幌市西区手稲東 3北 5丁目 1-1

065 札幌市東区北 22条東 9丁目

047 小稲市港町5番 2号

080 帯広市西 3条南 7丁目農協連ピル

047 小樽市緑1丁目 29番 8号

065 I札幌市東区苗穂町 6-36-145

062 札幌市豊平区美園 2条 1丁目

060 札幌市中央区北3条西7丁目酪農センター
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会 員 名

( 1 口)

アンリツ株式会社札幌支庖

安積F紙株式会社札幌出張所

エーザイ株式会社札幌支庖

富士平工業株式会社札幌営業所

北海道日東株式会社

北海道草地協会

株式会社土谷製作所

株式会社酪農総合研究所

森永乳業株式会社札幌支庖

長瀬産業株式会社札幌出張所

日本牧場設備株式会社北海道事業所

日配飼料販売株式会社

ニップン飼料株式会社

小野田リンカル販売株式会社

オリオン機械株式会社北海道事業部

理工協産株式会社札幌営業所

一 幸商会

三楽株式会社苫小牧工場

郵便番号 住 所

060 札幌市中央区南大通り西8丁目 昭和ピル

062 札幌市豊平区平岸 3条 9丁目 10-1 第一恵信ピル

062 札幌市白石区栄通 4

001 札幌市北区北 6条西 6丁目 栗井ピノレ

060 札幌市中央区北 9条西 24丁目 中大ピル

060 札幌市中央区北 5条西 6丁目 農地開発センター内

065 札幌市東区本町 2条 10丁目

060 札幌市中央区北 3条西 7丁目 酪農センター内

003 札幌市白石区大谷地 227ー267

002 札幌市北区篠路太平 165-1

060 札幌市中央区北 7条西 23丁目

060 札幌市中央区北 1条東 1丁目 明治生命ピル

047 小樽市色内 3丁目 5番 1号

060 I 札幌市中央区北 3条西 1丁目 ナショナルピル

061-01 I札幌市豊平区平岡 306-20

060 札幌市中央区南 1条西 2丁目 長銀ピル

063 札幌市西区手稲東 3条南4丁目 13 

059-13 I苫小牧市真砂町38-5
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日本畜産学会北海道支部役員

任期:昭和 60年 4月1日~昭和 62年 3月 31日

o印:日本畜産学会評議員(定員10名)

支部長 安 井 勉

副支部長 o 小 野 斉

評議員 阿部 ~ o朝日田康司 o藤田 裕 平山秀介

市川 舜 岩淵晴郎 小林荘司 近藤知彦

工藤規雄 o光本孝次 0三浦弘之 楢崎 昇

西 勲 0西埜 進 越智勝利 岡田光男

及川 寛 o大杉次男 大浦義教 斉藤善

斉藤 日 鮫島邦彦 宍戸弘明 田辺安

o鳶野 保 o上山英 鷲田 昭 吉岡八州男

清水 弘

監 事 渡辺 寛 平沢一志

幹 事 庶務 清水 弘

会計 森田潤一郎
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日本畜産学会北海道支部細則

第 1 条 本支部は日本畜産学会北海道支部と称し、事務所を北海道大学農学部畜産学教室に置く。

ただし、場合により支部評議員会の議を経て他の場所に移すことができるo

第 2 条 本支部は畜産に関する学術の進歩を図り、併せて北海道に於ける畜産の発展に資する事を

目的とするo

第 3 条本支部は正会員、名誉会員、賛助会員をもって構成する。

1. 正会員は北海道に在住する日本畜産学会会員と、第 2条の目的に賛同するものを言う。

2. 名誉会員は本支部会に功績のあった者とし、評議員会の推薦により、総会において決

定したもので、終身とする。

3. 賛助会員は北海道所在の会社団体とし、評議員会の議を経て決定する。

第 4 条本支部は下記の事業を行なう。

1.総会 2. 講演会 3. 研究発表会 4. その他必要な事業

第 5条 本支部には下記の役員を置く。

支部長(日本畜産学会会員) 1名 副支部長 1名

評議員 若干名 監 事 2名

幹 事 若干名

第 6 条支部長は会務を総理し、本支部を代表する。副支部長は支部長を補佐し、支部長に事故あ

る時はその職務を代理する。評議員は本支部の重要事項を審議する。幹事は支部長の命を

受け、会務を処理する。監事は支部の会計監奪を行なう。

第 7 条 支部長、副支部長、評議員及び監事は、総会において支部会員中よりこれを選ぶ。役員選

出に際して支部長は選考委員を選び、小委員会を構成せしめる。小委員会は次期役員候補

者を推薦し、総会の議を経て決定する。幹事は支部長が支部会員中より委嘱するo 役員の

任期は 2年とし、重任は妨げなし、。但し、支部長及び副支部長の重任は 1回限りとする。

第 8 条 本支部に顧問を置くことが出来る。顧問は北海道在住の学識経験者より総会で推挙する。

第 9条総会は毎年1回開く。但し、必要な場合には臨時にこれを聞くことが出来る。

第10条総会では会務を報告し、重要事項について協議するo

第 11条 本支部の収入は正会員費、賛助会員費および支部に対する寄附金等から成る。但し、寄附

金であって、寄附者の指定あるものは、その指定を尊重する。

第12条正会員の会費は年額2.000円とし、賛助会員の会費は 1口以上とし、 1口の年額は 5.000

円とする。名誉会員からは会費を徴収しなし、。

第13条 会費を納めない者及び、会員としての名誉を駿損するような事のあった者は、評議員会の

議を経て除名される。

第14条 本支部の事業年度は、 4月1日より翌年3月31日に終るo

第15条 本則の変更は、総会の決議による。(昭和56年9月3日改正)
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日本畜産学会北海道支部表彰規定

第 1条 本支部は本支部会員にして北海道の畜産にかんする試験・研究およびその普及に顕著な業

績をあげたものに対し支部大会において「日本畜産学会北海道支部賞」を贈り、これを表

彰するo

第 2 条 会員は受賞に値すると思われるものを推薦することができる。

第 3 条支部長は、そのつど選考委員若干名を委嘱する。

第 4 条受賞者は選考委員会の報告に基づき、支部評議員会において決定する。

第 5 条 本規定の変更は、総会の決議によるo

附則

この規定は昭和54年 10月1日から施行する。

申し合わせ事項

1. 受賞候補者を推薦しようとするものは毎年 3月末日までに候補者の職、氏名、対象となる業

績の題目、 2，000字以内の推薦理由、推薦者氏名を記入して支部長に提出する。

2. 受賞者の決定は5月上旬開催の支部評議員会において行なう。

3. 受賞者はその内容を支部大会において講演し、かつ支部会報に発表する。

日本畜産学会北海道支部旅費規定

(昭和55年5月10日評議員会で決定)

旅費規程を次のように定める。

汽車賃 : 実費(急行または特急利用の場合はその実費)

日当: 1，500円

宿泊料: 5，000円

昭和55年度より適用する。ただし適用範囲は支部長が認めた場合に限る。
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日本畜産学会北海道支部会報第 29巻第 2号
会員領布(会費年 2.000円〉

昭和 6:1年8月 25日印刷
昭和 61年9月 1日発行

発行人 安井 勉

発行所 日本畜産学会北海道支部
.w 060 札幌市北区北9条西 9丁目

北海道大学農学部畜産学科内
振替口座番号小樽 1ー 5868
銀行口座番号 たくぎん札幌駅北口支庖

0012-085216 

印刷所 橘印刷株式会社
事 υ60 札幌市北区北8条西 1丁目
電話札幌 (747)2 5 1 3 





北海道で生まれた日本の古典。

権 もう、おじいさんやおばあさん

の時代から、このカートンは

おなじみ。チーズといえば、

この雪印チーズを思いう

かべたものです。そして、

21世紀へ、 かわら必お

いしさを、 いっぱい詰めて

皆様の食卓にお届けします。

雪印チーズ 2ぬ

品質及び生産性の向上に
ハム・ソーセージ用ケーシング
ユニオンカーバイド社

食品添加剤
グリフィス社

各種食肉加工機械
ソーセージ自動充填機他

一一ータウンゼン卜社

スモークハウス一一一一アルカーキ土

自動整列機一一一ウォーリック社

ハム結数機一一一本州リーム社

冷凍肉プレス一一一ベッチャ一社

その他

ハム・ソーセージ
造りに貢献して20年

<e>極東貿易株式会社
食品工業部・食品機械部

本 唐:東京都千代田区大手町2-1-1(新大手町ビル) ft03 (244)3939 

大阪支届:大阪F北区堂島 !_~6-~_6(毎日大阪会錆d坦号) ft06 (244)1121 
札幌支届:札幌市中央区南 1条西 3丁目 2 (大丸ビル) ftOll(221)3628 



-サイレージ調製用乳酸菌

Jl~方二支

パイオニア@1177は¥バイオ二戸社伝統の育種技術

とバイオテクノロジーによる最新の技術で大きく生

まれ変わった製自です。その効率の良い発酵と優れ

だ保存性の高さをお確め下さい。

Jf-l広.，Jl-aJ"P :lTJO獄鵡祉

FUJ・Y白 Y回.0SOIENCE CD 
〈主要取扱商社・商品〉

三英製作所・…・・・…ダjレ卜ン各種実験台、ドラフト
柳本製作所・..........・・・・・・・・ヤナコ各種介析機器

カールツアイス・・..........・・・・ザウトリウス電子天秤

英弘精機・・・H ・H ・..ハーケ恒温槽、画像解析装置

オリンパス……・・・……万能顕微鏡、盛光顕微鏡

トミー精工・......…-・・・遠心介離器、オートクレープ‘

三洋メデイカ・・・・・・プレノ¥ブ、低温室、超低フリーザー

杉山元医理器………・水質測定機器、メタポリ力

日本電子……..........・H ・...電顕・NMR、ガスマス

千野製作所………一デジタル記録計、制御機器

三田村理研・・・・・・・超遠心粉砕機・超音波破壊器

ダイアヤトロン・・・イア卜口スキャン・エッペンヒ。ペット

アーンスト・ハンセン・・パンステット超純水製造装置

ボシュロム・ジャパン・・スペク卜口ニック介光光度計

徳田製作所・・・…-真空蒸着装置、各種真空機器

ソフテックス…………………ソフトX線介析装置

北海道地区特約代理庖

舗をフジヤ矢野科学株式会社
旬、 札幌市東区北6条東2丁目札幌総合卸センター2号館

TEL代表(011)74ト1511 FAX専用(011) 753-0265 
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産前産後の健康管理にグ
経度牛-~貨当りの濠写LJ置が年々増加するに伴って、疾病の先生

E巨が高〈なっておリます.

その最大の原因は、産軍LJIに見合った栄鍵m取がなされていな
いという点にあります.

アミノ酸が不足するとき仁グ
i~牛がれ生産をする場合に愚も不足するアミノ肢は、メチオニ

ンであることが知られています。

ラクテ・')ト11、日本嘗逮が長年研究を続けて開発した、ルーメ

ンバイパスメチオニン製剤です。

高泌乳の維持で経営の安定!こグ
ラクテット l;t、給与飼料全体のア.ミノ殴バランスを改善します

ので、 i必乳初期の健康管理と発情・受胎を促進し、酪農経営の

お役に立てること各階f!しておリます.

r、トップミj:品質tヨトブでおなじみの
&絶色i日本曹達1林未式会面施i 
コ-長~V 木 tJl庁〒I附閃:LU町T刊問-1¥問固E臥士草刊附町1J1打川Tftl目加ftll刈川冒

'悦l慨宮揖柄f干0偶‘切01札l蝿串'"ト央区g止t-畳筒ST圃f主-l晶験ピ，ルb叶lo(目刷11)1'ト558刷' 帯庖f附HlA月珊時l'f旬0書罫再広罰市R哩Il揖民崎t巾5-IO(ぜι'1A.lr.3ピ""F)o(刷55)1・4肘O
大阪支底・仙台宜揖前・問問軍用所・名古1'1.宮里踊

寸



く〉営業品

汎用理化学機器・器具類

試験分析用機器・計測器

硬質硝子器及加工・化学薬品

目

実験台・ドラフトチャンパー汎用理化学機器|ザルトリウス電子天秤

ヤマト科学株式会社|オリンパス顕微鏡
共通摺合器具・分析機器・環境測定器 l国産遠心器
柴田化学器械工業株式会社1サンヨー電機・メデイカ KK
高感度記録計・ph計・電導度計・温度滴定装置|超低温フリーザー・フ。レハブ低温室
東亜電波工業株式会社 I _.--.-- • 

藤島科学器械株式会社
干061 札幌市豊平区月寒東2条18丁目 6番

電話 (011)代表 852-，1177

北海道産業貢献賞受賞

マルヨシフレーク飼料
乳牛、肉牛、豚配合飼料製造、販売
畜産農場、食肉、加工、販売

社会
松
式
吉
株
川
業
吉
産

fi'01584②)3121 
fi'01555④ 3229 
fi'01584② 5313 

取締役社長

本 社:紋別郡遠軽町大通北 2丁目
十勝出張所:中川郡幕別町明聖子 204
直営農場:紋別郡遠軽町向遠軽



tf!，~~閉 ~I
Hannan Group 

生産から消流までの一貫体制を誇る

牛肉専門商社です。

十勝食肉株式会社
干083北海道中川郡池田町字清見277-2

T E L 01557 -2 -2181番俄表)

FAX U F 1100(01557-2 -3512) 




